
広報つるおか

2024 / 令和６年
No.321 12

市からのお知らせ / 人の情景 / まちとぴ！ / つるおか情報パレット　ほか

認
定
10
周
年

特 集

サスティナ鶴岡主催
「庄内柿をもいで、干して、
新米の餅つきまでしちゃお！」
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ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市

認
定
10
周
年

特 集

　

認
定
さ
れ
て
か
ら
の
10
年
間
、
市
で

は
様
々
な
方
や
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
、
主
に
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

●
食
文
化
の
継
承

・
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
集
『
つ
る
お
か

　

お
う
ち
御
膳
』
の
改
訂
版
を
発
行

・
子
供
た
ち
へ
の
食
育
、
食
文
化
学
習

　

を
支
援

・
鶴
岡
伝
統
菓
子
雛ひ

な

菓
子
、
笹
巻
、
と

　

ち
も
ち
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

●
料
理
人
の
育
成

・「
食
文
化
創
造
ア
カ
デ
ミ
ー
」
開
講

・
海
外
の
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市

　

に
料
理
人
を
派
遣

・
若
手
料
理
人
同
士
が
競
う
コ
ン
テ
ス

　

ト
を
開
催

●
交
流
人
口
の
拡
大

・
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
や
パ
リ
で
食
文

　

化
を
Ｐ
Ｒ

・
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
に
よ
る
フ
ー
ド

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開

・
庄
内
酒
ま
つ
り
等
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

を
開
催

　

ま
た
、
市
だ
け
で
は
な
く
、
飲
食
店

や
企
業
、
市
民
団
体
、
教
育
機
関
な
ど

が
鶴
岡
の
食
文
化
を
広
め
る
た
め
に
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
や
芸
術
に
お
け
る
７
つ
の
分
野

で
、
特
色
の
あ
る
創
造
産
業
を
持
つ
都

市
が
認
定
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
。

２
０
１
４
年
に
、
鶴
岡
市
は
国
内
で
初

め
て
〝
食
文
化
〞
の
分
野
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
12
月
で
認
定
か
ら
10
周
年
。

こ
れ
ま
で
の
市
全
体
で
の
食
文
化
普
及

活
動
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
３
月
に

は
「
美
食
都
市
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
食
文

化
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。　

■
問
合
せ　

本
所
食
文
化
創
造
都
市
推

　

進
課
☎
35
‐
１
１
８
５

　

本
市
の
食
文
化
の
魅
力
は
、主
に
３
つ
。

次
に
挙
げ
る
理
由
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化

創
造
都
市
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
60
品
種
の
在
来
作
物
が
現
存

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
や
孟も
う
そ
う宗
、
温
海
か
ぶ
な
ど

60
品
種
の
在
来
作
物
が
、
市
内
の
特
定
の

地
域
で
長
年
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

②
精
神
文
化
と
結
び
付
い
た
食
文
化

　

出
羽
三
山
に
参
拝
す
る
人
に
提
供
さ
れ

て
き
た
精
進
料
理
、
黒
川
能
の
王
祇
祭
で

振
る
舞
わ
れ
る
凍
み
豆
腐
な
ど
、
精
神
文

化
と
食
文
化
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

③
行
事
食
や
郷
土
料
理
の
継
承　

　

孟
宗
汁
や
寒か

ん
だ
ら鱈

汁
、
12
月
９
日
の
「
大

黒
様
の
お
歳
夜
」
で
食
べ
ら
れ
る
ハ
タ
ハ

タ
の
田
楽
や
納
豆
汁
な
ど
、
地
域
や
各
家

庭
で
季
節
ご
と
の
行
事
食
や
郷
土
料
理
が

作
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ユネスコ食文化創造都市である理由

10年間の取り組み

▲鶴岡ふうどガイドの案内で、
　海外の方が温海かぶ収穫を体験

▲第１回鶴岡No.１料理人決定戦
　（2020年）

▲「庄内の笹巻製造技術」が国登
　録無形民俗文化財に（2024年）
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認
定
10
周
年

次の10年、更にその先へつなぐ

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
食
文
化
は
、
食
べ
る

人
や
作
る
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
衰
退
し
て

し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
食
文
化
継
承
の
担
い
手
で
す
。

　

本
市
の
豊
か
な
食
文
化
を
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

FOOD HUB KITCHEN

サスティナ鶴岡
市内の料理人、農家、漁師などで構成された任意団体。令
和３年の結成以降、子供たちを対象とした農業・漁業体験
や、地元食材を使った調理教室などを開催。生産から調理
まで一貫した活動は全国的にも珍しく、令和６年に、農林水
産省主催の食育活動表彰で農林水産大臣賞（最高賞）を受賞。

一人ひとりが食文化継承の担い手

・鶴岡の食文化の魅力を知る
・市外の知人や子供たちに、
　鶴岡の食文化をアピールする

●知る・アピールする

●食べる・作る
・産直やスーパーなどで鶴岡
　産の食材を買って食べる
・季節に合わせて、郷土料理
　や行事食を作ってみる

サスティナ鶴岡 代表

齋
さいとう

藤 翔
しょうた

太 さん

ふだんは、

和食の料理人
です！ 私たち大人が、食文化をしっかりつないでいく

ー
活
動
を
始
め
た
理
由
は

　

子
供
た
ち
が
家
で
郷
土
料
理
な
ど
を
食

べ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
鶴
岡
の
豊
か
な
食
文
化
が

途
切
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ー
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　

鶴
岡
で
し
か
で
き
な
い
食
の
体
験
を
子

供
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
体

験
で
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

う
ど
ん
の
生
地
を
練
っ
て
畳
む
ま
で
を
活

動
の
中
で
行
い
、
あ
と
は
家
で
切
っ
て
ゆ

で
て
も
ら
う
。
食
の
体
験
を
ふ
だ
ん
の
生

活
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、
食
文
化
は
継

承
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ー
今
後
の
目
標
は

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
が
、
将
来
、
生
産

者
や
料
理
人
に
な
っ
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
鶴
岡

の
活
動
を
続
け
て
く
れ
た
り
、
県
外
に
住

ん
で
も
旬
の
食
材
や
郷
土
料
理
を
楽
し
み

に
鶴
岡
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
り
し
た
ら
、

う
れ
し
い
で
す
ね
。
今
後
は
、
ふ
だ
ん
食

に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
や
企
業
も
巻
き
込

ん
で
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

詳しくは
こちら

レシピ掲載中！

鶴岡食文化創造都市
推進協議会
ホームページ

「冬になると、寒鱈汁
を食べるんだよ！」

10年間を振り返る座談会
鶴岡の食文化の普及に
向けた、これまでの活
動を振り返ります。

公開中！



4

インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症を予防しましょう
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0157または各地域庁舎市民福祉課へ

年末年始の業務

コミュニティセンター・公民館等については、地域によって異なります。詳しくは、各施設にお問い合
わせください。

市役所（本所・各地域庁舎）・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き、

12月28日○○土～来年１月５日○○日は休業します

荘内病院の外来診療
■■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6119

12月28日○土～来年１月５日○日は外来診療を休診します。
※ 救急センターを受診の際、発熱や風邪症状がある場合
は、受診前に電話でご相談ください。

年末年始の急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■■健康課（にこ♥ふる）

■所在地
　にこ♥ふる
■診療日
　12月29日○日～来年１月５日○日

■受付時間
　□休日夜間診療所☎23‐5678
　　内科・小児科…午前９時～正午
　　　　　　　　　午後１時30分～５時
　　　　　　　　　（12月29日、１月５日は内科のみ）
　　　　　　内科…午後６時～９時
　※ 12月27日○金～30日○月、１月４日○土は夜間診療（午
後７時～９時30分）のみ行います。

　□休日歯科診療所☎23‐0372
　　午前９時～正午、午後１時～３時

おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
年末年始のごみ収集

■■問廃棄物対策課☎22‐2848
または各地域庁舎市民福祉課へ

■ごみの収集
　□もやすごみ（茶袋）

 12月31日○火まで
　□もやすごみ以外（桃・黄・緑・青袋）

 　　　　　12月27日○金まで
　※ ごみ収集カレンダーで収集日をよく確認して
出してください。

　※ 大掃除などで大量のごみが発生する場合は、
数回に分けて出してください。

■ごみの持込み
　□もやすごみ・布団・古紙類
　　つるおかエコファイア【市内宝田】

12月31日○火まで
　　午前８時30分～11時50分、午後１時～５時

　□もやすごみ以外・粗大ごみ
　　くるりん館【市内水沢】

12月27日○金まで
　　午前９時～11時50分、午後１時～４時30分

※ ごみの収集・持込みは１月６日○月に再開します。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

　インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症は、
空気が乾燥する冬に流行します。
　小さな子供は、自らの症状を上手に訴えることが
できないため、周囲の大人が気付きにくく症状が悪
化してしまうことがあります。また高齢者は症状が
出にくく、呼吸器や心臓などの慢性的な持病がある
人は重症化しやすいため注意が必要です。
　ワクチン接種を希望される方は、早目の接種をお
勧めします。
●体調不良を感じたら、無理せず休養しましょう
●発熱や風邪症状がある場合は、医療機関等を受診
　する前に、電話でご相談ください。

◆予防のポイント
▷ 小まめに手洗いをしましょう（外出後や食事前、
せき等で口や鼻を押さえた後などは石けんをしっ
かり泡立てて十分に手を洗いましょう）
▷ 不織布マスクを着用しましょう（周囲に唾が飛び
散らないように、せきエチケットを守りましょう）
▷室内の湿度（50％～60％）を保ち、十分に換気
　しましょう
▷ 十分な休養と、栄養バランスの良い食事を心掛け
　ましょう
▷ 流行期は人混みへの外出をなるべく避けましょう
▷ 予防接種は流行前の接種が効果的です

詳しくは
こちらから
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除雪対策本部からのお知らせ

　寒い雪の季節にこそ、お互いの「心の温かさ」が必要ですね。
　次の10か条を守り、みんなで助け合って、冬を快適に乗り越えましょう。

①除雪の妨げになる路上駐
　車は絶対にやめましょう

② 危険！作業中は除雪機械
に近寄らないでください

③側溝の蓋を開けたら、雪　
　捨て後に閉めましょう

④ 高齢者やひとり親世帯等、除雪に困っている方には近所で協力しましょう
⑤作業中の除雪機械には道を譲ってください
⑥ 道路にはみ出した枝や植木、看板等は撤去してください
⑦ 消火栓、ごみステーションの前の除雪は町内会で協力して行ってください
⑧ 除雪機械通過後の雪の片付けはお互いに協力して行ってください
⑨道路・消雪道路への雪の排出はやめてください
⑩ 屋根の雪下ろしは命綱を付けて行い、通学路・ 道路に面したつららは早目に
取りましょう

旧羽黒第一小学校

手向地区地域活動センター

雪
捨

て
場

▼羽黒地域
　羽黒町手向

雪
捨
て
場

櫛引橋西片屋 松根

赤
川

▼櫛引地域
　櫛引橋下流左岸

▼鶴岡地域
　三川橋上流右岸

▼藤島地域
　藤浪橋上流左岸

※ 藤島・羽黒・櫛引地域の雪
捨て場は家庭用です。業者
の方は捨てないでください。

■問合せ
　市道の除雪については、その市道を管轄している本所または各地域庁舎除雪対策本部へ。
※ 国道は鶴岡国道維持出張所☎22‐4739または月山国道維持出張所☎57‐5011へ。
※ 県道は庄内総合支庁道路計画課☎66‐2111へ。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■快適雪国生活10か条　

■除雪の基準等

■もしも地吹雪で動けなくなったときは
　車を置いて避難するときは、除雪や救助の妨げにならないように、連絡先を
書いたメモ等を車内に置き、車の鍵は付けたままにしておきましょう。

■道路除雪以外の対策
　地吹雪対策として防雪柵を約23.4㎞にわたって設置します。また、凍結が
予想される幹線道路の登り坂や橋及び主要交差点等に凍結抑制剤を散布します。

■除雪の基準
　道路に10㎝以上の降雪がある場合、または午前７時まで10㎝以上の降雪が
予想される場合を基本としますが、道路・降雪状況によっても出動します。
　除雪は国道・県道に接続する主要幹線市道から順に進めます。早朝から始め、
できるだけ早い時間に完了するよう努めます。

■ご理解をお願いします
　市では、通勤・通学や緊急車両の走行のために除雪を行っています。
　除雪は、積もった雪を道路の両側に積み上げる作業となるため、皆さんのご
自宅等の玄関や車庫の前に雪を置くことになります。このため、「出入口を塞
がれた」等の苦情が寄せられることがあります。
　できるだけ効率的に作業するよう努めますので、除雪された雪の後片付けは
各家庭で行っていただくよう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■雪捨て場情報

■除雪対策本部から

除雪に関する情報
はこちらから
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インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症を予防しましょう
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0157または各地域庁舎市民福祉課へ

年末年始の業務

コミュニティセンター・公民館等については、地域によって異なります。詳しくは、各施設にお問い合
わせください。

市役所（本所・各地域庁舎）・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き、

12月28日○○土～来年１月５日○○日は休業します

荘内病院の外来診療
■■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6119

12月28日○土～来年１月５日○日は外来診療を休診します。
※ 救急センターを受診の際、発熱や風邪症状がある場合
は、受診前に電話でご相談ください。

年末年始の急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■■健康課（にこ♥ふる）

■所在地
　にこ♥ふる
■診療日
　12月29日○日～来年１月５日○日

■受付時間
　□休日夜間診療所☎23‐5678
　　内科・小児科…午前９時～正午
　　　　　　　　　午後１時30分～５時
　　　　　　　　　（12月29日、１月５日は内科のみ）
　　　　　　内科…午後６時～９時
　※ 12月27日○金～30日○月、１月４日○土は夜間診療（午
後７時～９時30分）のみ行います。

　□休日歯科診療所☎23‐0372
　　午前９時～正午、午後１時～３時

おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
年末年始のごみ収集

■■問廃棄物対策課☎22‐2848
または各地域庁舎市民福祉課へ

■ごみの収集
　□もやすごみ（茶袋）

 12月31日○火まで
　□もやすごみ以外（桃・黄・緑・青袋）

 　　　　　12月27日○金まで
　※ ごみ収集カレンダーで収集日をよく確認して
出してください。

　※ 大掃除などで大量のごみが発生する場合は、
数回に分けて出してください。

■ごみの持込み
　□もやすごみ・布団・古紙類
　　つるおかエコファイア【市内宝田】

12月31日○火まで
　　午前８時30分～11時50分、午後１時～５時

　□もやすごみ以外・粗大ごみ
　　くるりん館【市内水沢】

12月27日○金まで
　　午前９時～11時50分、午後１時～４時30分

※ ごみの収集・持込みは１月６日○月に再開します。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

　インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症は、
空気が乾燥する冬に流行します。
　小さな子供は、自らの症状を上手に訴えることが
できないため、周囲の大人が気付きにくく症状が悪
化してしまうことがあります。また高齢者は症状が
出にくく、呼吸器や心臓などの慢性的な持病がある
人は重症化しやすいため注意が必要です。
　ワクチン接種を希望される方は、早目の接種をお
勧めします。
●体調不良を感じたら、無理せず休養しましょう
●発熱や風邪症状がある場合は、医療機関等を受診
　する前に、電話でご相談ください。

◆予防のポイント
▷ 小まめに手洗いをしましょう（外出後や食事前、
せき等で口や鼻を押さえた後などは石けんをしっ
かり泡立てて十分に手を洗いましょう）
▷ 不織布マスクを着用しましょう（周囲に唾が飛び
散らないように、せきエチケットを守りましょう）
▷室内の湿度（50％～60％）を保ち、十分に換気
　しましょう
▷ 十分な休養と、栄養バランスの良い食事を心掛け
　ましょう
▷ 流行期は人混みへの外出をなるべく避けましょう
▷ 予防接種は流行前の接種が効果的です

詳しくは
こちらから

5 広報つるおか　2024 . 12

除雪対策本部からのお知らせ

　寒い雪の季節にこそ、お互いの「心の温かさ」が必要ですね。
　次の10か条を守り、みんなで助け合って、冬を快適に乗り越えましょう。

①除雪の妨げになる路上駐
　車は絶対にやめましょう

② 危険！作業中は除雪機械
に近寄らないでください

③側溝の蓋を開けたら、雪　
　捨て後に閉めましょう

④ 高齢者やひとり親世帯等、除雪に困っている方には近所で協力しましょう
⑤作業中の除雪機械には道を譲ってください
⑥ 道路にはみ出した枝や植木、看板等は撤去してください
⑦ 消火栓、ごみステーションの前の除雪は町内会で協力して行ってください
⑧ 除雪機械通過後の雪の片付けはお互いに協力して行ってください
⑨道路・消雪道路への雪の排出はやめてください
⑩ 屋根の雪下ろしは命綱を付けて行い、通学路・ 道路に面したつららは早目に
取りましょう

旧羽黒第一小学校

手向地区地域活動センター

雪
捨

て
場

▼羽黒地域
　羽黒町手向

雪
捨
て
場

櫛引橋西片屋 松根

赤
川

▼櫛引地域
　櫛引橋下流左岸

▼鶴岡地域
　三川橋上流右岸

▼藤島地域
　藤浪橋上流左岸

※ 藤島・羽黒・櫛引地域の雪
捨て場は家庭用です。業者
の方は捨てないでください。

■問合せ
　市道の除雪については、その市道を管轄している本所または各地域庁舎除雪対策本部へ。
※ 国道は鶴岡国道維持出張所☎22‐4739または月山国道維持出張所☎57‐5011へ。
※ 県道は庄内総合支庁道路計画課☎66‐2111へ。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■快適雪国生活10か条　

■除雪の基準等

■もしも地吹雪で動けなくなったときは
　車を置いて避難するときは、除雪や救助の妨げにならないように、連絡先を
書いたメモ等を車内に置き、車の鍵は付けたままにしておきましょう。

■道路除雪以外の対策
　地吹雪対策として防雪柵を約23.4㎞にわたって設置します。また、凍結が
予想される幹線道路の登り坂や橋及び主要交差点等に凍結抑制剤を散布します。

■除雪の基準
　道路に10㎝以上の降雪がある場合、または午前７時まで10㎝以上の降雪が
予想される場合を基本としますが、道路・降雪状況によっても出動します。
　除雪は国道・県道に接続する主要幹線市道から順に進めます。早朝から始め、
できるだけ早い時間に完了するよう努めます。

■ご理解をお願いします
　市では、通勤・通学や緊急車両の走行のために除雪を行っています。
　除雪は、積もった雪を道路の両側に積み上げる作業となるため、皆さんのご
自宅等の玄関や車庫の前に雪を置くことになります。このため、「出入口を塞
がれた」等の苦情が寄せられることがあります。
　できるだけ効率的に作業するよう努めますので、除雪された雪の後片付けは
各家庭で行っていただくよう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■雪捨て場情報

■除雪対策本部から

除雪に関する情報
はこちらから
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優れた技能で産業界の発展に貢献している方を「卓越技能者」として表彰しています

令和６年度鶴岡市卓越技能者表彰 受賞者を紹介します
■■問本所商工課☎35‐0633

昭和33年から、庄内全域を対象として、文芸・評論・作文等の制作で功績があった方に贈られています

令和６年度高山樗牛賞・奨励賞 受賞者を紹介します
■■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　高山樗
ちょぎゅう

牛賞は、庄内が生んだ明治の文豪・高山樗牛の偉業を顕彰し、地方文化の向上を目的に設けられました。

〈高山樗牛賞〉　池
いけだ

田  肇
はじめ

 さん（日出一丁目）
　昭和34年、山形県遊佐町生まれ。一般
社団法人日本劇作家協会会員。
　平成元年に演劇の台本を書いて以降、作
品が演じられ、立体化する様を目の当たり
にしてその魅力にひき付けられました。
　その後も創作を続け、近年は、酒田大火

内地域のゆかりの人物などを題材にして脚
本に著しています。
　地域の隠れた遺産の掘り起こしに成功し、
若い世代にも地域の偉人像が生き生きと伝
わる作品を執筆するなど、積年の文芸活動
が地方文化の啓発向上に大きく寄与しまし
た。や、櫛引地域出身の言語学者である斎藤秀一、横綱柏戸等、庄

〈高山樗牛奨励賞〉　佐
さ さ き

々木  みらい さん（酒田東高３年）
　文芸部の副部長として部の活動を支える
一方、小説のほかにも詩や散文、短歌も創
作し、精力的に活動しています。
　受賞作品『幸せそうなあなた』は、高校
生の主人公が直面する初めての入院生活と
非日常での出会いを、筆の力を感じさせる

距離感の表現、人物描写の巧みさにより、
心情の動きや様子が読者に分かりやすく伝
わります。
　言語に対する豊かで巧みな表現力、多様
なジャンルでの創作活動を継続し果敢に挑
戦する姿は高く評価され、今後も更なる活
躍が期待されます。丁寧な情景描写で書きつづっています。登場人物と主人公との

　短大卒業後に入社した食品製造企業で商
品分析、開発を担当。その後、㈱本長へ入
社し、たまり醤

しょう

油を使った漬物やチーズの
漬物などを開発しました。山形県漬物展示
品評会では農林水産大臣賞を２度受賞して
います。

　また、発酵製品である漬物の特性上、一定の品質を保つこと

が難しい中、品質管理部門の責任者として、
機械測定、味覚・嗅覚などの感性、また専
門知識により、品質の維持に努めています。
　さらに、大学等の研究機関と連携しなが
ら、鶴岡の在来作物や海産物を原料とする
商品を開発し、地域の食文化や産業の振興
に貢献しました。

〈野菜つけ物工〉　大
おおたき

瀧　久
く み こ

美子 氏（60歳・水沢） 

　専門学校卒業後、懐石料理店に就職し、
和食の調理法全般やおもてなし等の技術、
知識を習得。ホテルの料理長を経て、鶴岡
料理すず音を開業しました。37年間の職
歴で、日本料理技能向上全国大会の郷土料
理部門で厚生労働大臣賞、全国日本料理コ

ンクールの郷土料理部門で経済産業大臣賞等を受賞しています。

　また、コロナ禍を契機に本格化した弁当
事業でも、令和４年・６年のお弁当・お惣
菜大賞で、最優秀賞を受賞しました。
　鶴岡の食材にこだわった懐石を、今の時
代に合った味付け、調理法で提供しており、
食を通じて鶴岡の自然や美食のＰＲに貢献
しています。

〈日本料理調理人〉　丸
まるやま

山　環
たまき

 氏（59歳・錦町） 
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
福
祉

令
和
７
年
４
月
採
用
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
枠

鶴
岡
市
職
員
採
用
試
験

■■
募
集
職
種
（
い
ず
れ
も
社
会
人
経
験
者
）　

上
級
土
木
、
上
級
建
築
、
上
級
電
気　

■■対
次

の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
昭
和
39
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ　

②
各

募
集
職
種
に
関
す
る
有
資
格
者　

③
庄
内
地

域
以
外
に
本
社
等
を
置
く
企
業
等
で
の
業
務

経
験
あ
り　

④
現
在
、
庄
内
地
域
以
外
に
在

住　

⑤
採
用
後
、
鶴
岡
市
内
に
定
住
す
る
意

向
あ
り　

■■
試
験
日
時　

来
年
１
月
18
日
○土

〜
29
日
○水　

■■申
12
月
１
日
○日
〜
来
年
１
月
７

日
○火
に
市
HP
で　

■■問
本
所
職
員
課
☎
35
‐
１

１
５
９　

■■他
受
験
資
格
や
試
験
日

時
等
の
詳
細
は
市
HP

健
診
申
込
書（
健
康
診
査
受
診
意
向

調
査
書
）の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

来
年
度
の
健
診
の
申
込
み
と
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
健
診
を
受
診
す
る
か
を

把
握
す
る
た
め
の
調
査
書
を
兼
ね
、
40
歳
以

上
の
男
性
ま
た
は
20
歳
以
上
の
女
性
の
方
が

い
る
世
帯
に
送
付（
世
帯
主
宛
）し
て
い
ま
す
。

　

健
診
内
容
や
記
入
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、

同
封
の
説
明
書
を
確
認
し
、
12
月
20
日
○金
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
昨
年
度
の
登
録
内

容
に
変
更
が
な
い
場
合
は
提
出
不
要
）。

健
康
・
福
祉
・
子
育
て

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３

１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
世
帯
等
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
（
一
部
）
を
助
成
し
ま
す

■■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
、
自

力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方　

①
65
歳
以

上
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯　

②
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯　

③
18
歳
未
満

の
児
童
の
み
が
い
る
母
子
世
帯　

④
世
帯
主

が
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
世
帯

■■
助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
額
１
万
６
、

５
０
０
円　

■■問
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
35
‐
１
２
７
４
、
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐
７
０
４
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
作
業
前
に
各
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
相
談
が
必
要
で
す

灯
油
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

■■対
10
月
１
日
時
点
で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
世
帯
全
員
が
令
和
６
年
度
市
民
税
非
課

税
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

（
社
会
福
祉
施
設
等
入
所
者
、
長
期
入
院
者
、

生
活
保
護
世
帯
等
を
除
く
）　

①
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯　

②
重
度
要
介
護
者

（
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
）
が
い
る
世
帯　

③
重
度
障
害
者
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
す

る
方
）
が
い
る
世
帯　

④
18
歳
未
満
の
子
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
ま
た
は
両

親
の
い
な
い
家
庭
等　

■■
助
成
額　

１
世
帯

に
つ
き
１
万
円　

■■申
来
年
２
月
14
日
○金
ま
で

本
所
福
祉
課
灯
油
助
成
担
当
窓
口
☎
25
‐
２

１
１
１
内
線
４
０
３
へ　

■■他
申
請
書
ま
た
は

支
給
の
お
知
ら
せ
は
、
12
月
上
旬
に
助
成
対

象
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
送
付
し
ま
す

所
得
税
等
の
申
告
用
に

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

■■対
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
認

定
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方　

■■申
介
護
保
険
証

を
お
持
ち
の
上
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐

１
２
8
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■■他
認
定
書
は
申
請
後
郵
送

高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
へ

12
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

10
月
・
11
月
分
の
児
童
手
当
が
、
12
月
13

日
○金
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児
童
手
当
は
年
６

回
、
偶
数
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■■問
子
育
て
推
進
課（
に
こ
♥
ふ
る
）
☎
26
‐
０

１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金

保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
等
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間

が
あ
る
方
は
、
60
歳
以
降
で
も
任
意
加
入
し

て
不
足
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
方
は
65
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、

65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
資
格
期
間

（
１
２
０
月
）
を
満
た
さ
な
い
方
は
70
歳
に

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者

及
び
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給
者
は
任

意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

12
月
は
県
内
一
斉
の
納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

税
金
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自

主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き

税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
た
り
、
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８

２
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
決

済
を
お
勧
め
し
ま
す
。

確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
用
に

納
付
額
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

今
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
納
付
額
通
知
書
」

を
来
年
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
確
定

申
告
・
市
県
民
税
申
告
用
と
し
て
ご
使
用
く

年
金
・
税

市
政
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優れた技能で産業界の発展に貢献している方を「卓越技能者」として表彰しています

令和６年度鶴岡市卓越技能者表彰 受賞者を紹介します
■■問本所商工課☎35‐0633

昭和33年から、庄内全域を対象として、文芸・評論・作文等の制作で功績があった方に贈られています

令和６年度高山樗牛賞・奨励賞 受賞者を紹介します
■■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　高山樗
ちょぎゅう

牛賞は、庄内が生んだ明治の文豪・高山樗牛の偉業を顕彰し、地方文化の向上を目的に設けられました。

〈高山樗牛賞〉　池
いけだ

田  肇
はじめ

 さん（日出一丁目）
　昭和34年、山形県遊佐町生まれ。一般
社団法人日本劇作家協会会員。
　平成元年に演劇の台本を書いて以降、作
品が演じられ、立体化する様を目の当たり
にしてその魅力にひき付けられました。
　その後も創作を続け、近年は、酒田大火

内地域のゆかりの人物などを題材にして脚
本に著しています。
　地域の隠れた遺産の掘り起こしに成功し、
若い世代にも地域の偉人像が生き生きと伝
わる作品を執筆するなど、積年の文芸活動
が地方文化の啓発向上に大きく寄与しまし
た。や、櫛引地域出身の言語学者である斎藤秀一、横綱柏戸等、庄

〈高山樗牛奨励賞〉　佐
さ さ き

々木  みらい さん（酒田東高３年）
　文芸部の副部長として部の活動を支える
一方、小説のほかにも詩や散文、短歌も創
作し、精力的に活動しています。
　受賞作品『幸せそうなあなた』は、高校
生の主人公が直面する初めての入院生活と
非日常での出会いを、筆の力を感じさせる

距離感の表現、人物描写の巧みさにより、
心情の動きや様子が読者に分かりやすく伝
わります。
　言語に対する豊かで巧みな表現力、多様
なジャンルでの創作活動を継続し果敢に挑
戦する姿は高く評価され、今後も更なる活
躍が期待されます。丁寧な情景描写で書きつづっています。登場人物と主人公との

　短大卒業後に入社した食品製造企業で商
品分析、開発を担当。その後、㈱本長へ入
社し、たまり醤

しょう

油を使った漬物やチーズの
漬物などを開発しました。山形県漬物展示
品評会では農林水産大臣賞を２度受賞して
います。

　また、発酵製品である漬物の特性上、一定の品質を保つこと

が難しい中、品質管理部門の責任者として、
機械測定、味覚・嗅覚などの感性、また専
門知識により、品質の維持に努めています。
　さらに、大学等の研究機関と連携しなが
ら、鶴岡の在来作物や海産物を原料とする
商品を開発し、地域の食文化や産業の振興
に貢献しました。

〈野菜つけ物工〉　大
おおたき

瀧　久
く み こ

美子 氏（60歳・水沢） 

　専門学校卒業後、懐石料理店に就職し、
和食の調理法全般やおもてなし等の技術、
知識を習得。ホテルの料理長を経て、鶴岡
料理すず音を開業しました。37年間の職
歴で、日本料理技能向上全国大会の郷土料
理部門で厚生労働大臣賞、全国日本料理コ

ンクールの郷土料理部門で経済産業大臣賞等を受賞しています。

　また、コロナ禍を契機に本格化した弁当
事業でも、令和４年・６年のお弁当・お惣
菜大賞で、最優秀賞を受賞しました。
　鶴岡の食材にこだわった懐石を、今の時
代に合った味付け、調理法で提供しており、
食を通じて鶴岡の自然や美食のＰＲに貢献
しています。

〈日本料理調理人〉　丸
まるやま

山　環
たまき

 氏（59歳・錦町） 
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
福
祉

令
和
７
年
４
月
採
用
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
枠

鶴
岡
市
職
員
採
用
試
験

■■
募
集
職
種
（
い
ず
れ
も
社
会
人
経
験
者
）　

上
級
土
木
、
上
級
建
築
、
上
級
電
気　

■■対
次

の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
昭
和
39
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ　

②
各

募
集
職
種
に
関
す
る
有
資
格
者　

③
庄
内
地

域
以
外
に
本
社
等
を
置
く
企
業
等
で
の
業
務

経
験
あ
り　

④
現
在
、
庄
内
地
域
以
外
に
在

住　

⑤
採
用
後
、
鶴
岡
市
内
に
定
住
す
る
意

向
あ
り　

■■
試
験
日
時　

来
年
１
月
18
日
○土

〜
29
日
○水　

■■申
12
月
１
日
○日
〜
来
年
１
月
７

日
○火
に
市
HP
で　

■■問
本
所
職
員
課
☎
35
‐
１

１
５
９　

■■他
受
験
資
格
や
試
験
日

時
等
の
詳
細
は
市
HP

健
診
申
込
書（
健
康
診
査
受
診
意
向

調
査
書
）の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

来
年
度
の
健
診
の
申
込
み
と
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
健
診
を
受
診
す
る
か
を

把
握
す
る
た
め
の
調
査
書
を
兼
ね
、
40
歳
以

上
の
男
性
ま
た
は
20
歳
以
上
の
女
性
の
方
が

い
る
世
帯
に
送
付（
世
帯
主
宛
）し
て
い
ま
す
。

　

健
診
内
容
や
記
入
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、

同
封
の
説
明
書
を
確
認
し
、
12
月
20
日
○金
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
昨
年
度
の
登
録
内

容
に
変
更
が
な
い
場
合
は
提
出
不
要
）。

健
康
・
福
祉
・
子
育
て

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３

１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
世
帯
等
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
（
一
部
）
を
助
成
し
ま
す

■■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
、
自

力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方　

①
65
歳
以

上
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯　

②
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯　

③
18
歳
未
満

の
児
童
の
み
が
い
る
母
子
世
帯　

④
世
帯
主

が
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
世
帯

■■
助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
額
１
万
６
、

５
０
０
円　

■■問
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
35
‐
１
２
７
４
、
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐
７
０
４
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
作
業
前
に
各
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
相
談
が
必
要
で
す

灯
油
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

■■対
10
月
１
日
時
点
で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
世
帯
全
員
が
令
和
６
年
度
市
民
税
非
課

税
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

（
社
会
福
祉
施
設
等
入
所
者
、
長
期
入
院
者
、

生
活
保
護
世
帯
等
を
除
く
）　

①
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯　

②
重
度
要
介
護
者

（
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
）
が
い
る
世
帯　

③
重
度
障
害
者
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
す

る
方
）
が
い
る
世
帯　

④
18
歳
未
満
の
子
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
ま
た
は
両

親
の
い
な
い
家
庭
等　

■■
助
成
額　

１
世
帯

に
つ
き
１
万
円　

■■申
来
年
２
月
14
日
○金
ま
で

本
所
福
祉
課
灯
油
助
成
担
当
窓
口
☎
25
‐
２

１
１
１
内
線
４
０
３
へ　

■■他
申
請
書
ま
た
は

支
給
の
お
知
ら
せ
は
、
12
月
上
旬
に
助
成
対

象
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
送
付
し
ま
す

所
得
税
等
の
申
告
用
に

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

■■対
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
認

定
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方　

■■申
介
護
保
険
証

を
お
持
ち
の
上
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐

１
２
8
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■■他
認
定
書
は
申
請
後
郵
送

高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
へ

12
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

10
月
・
11
月
分
の
児
童
手
当
が
、
12
月
13

日
○金
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児
童
手
当
は
年
６

回
、
偶
数
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■■問
子
育
て
推
進
課（
に
こ
♥
ふ
る
）
☎
26
‐
０

１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金

保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
等
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間

が
あ
る
方
は
、
60
歳
以
降
で
も
任
意
加
入
し

て
不
足
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
方
は
65
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、

65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
資
格
期
間

（
１
２
０
月
）
を
満
た
さ
な
い
方
は
70
歳
に

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者

及
び
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給
者
は
任

意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

12
月
は
県
内
一
斉
の
納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

税
金
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自

主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き

税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
た
り
、
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８

２
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
決

済
を
お
勧
め
し
ま
す
。

確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
用
に

納
付
額
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

今
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
納
付
額
通
知
書
」

を
来
年
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
確
定

申
告
・
市
県
民
税
申
告
用
と
し
て
ご
使
用
く

年
金
・
税

市
政
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だ
さ
い
。
こ
の
通
知
書
は
、
窓
口
納
付
、
口

座
振
替
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
決
済
を
し
た
方
全
員
に
お
送
り
し

ま
す
。
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
に
は
送

付
し
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
調
整
用
（
保
険
料
控
除
証
明

用
）
に
納
付
額
通
知
書
が
必
要
な
方
は
、
本

所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
３
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

生
活

12
月
は「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

き
れ
い
な
大
気
が
地
球
温
暖
化
の
ブ
レ
ー
キ
で
す

　

暖
房
器
具
が
多
く
使
わ
れ
る
冬
季
は
、
大

気
汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
防
止
、
省

エ
ネ
の
た
め
に
「
一
部
屋
に
集
ま
っ
て
過
ご

す
」「
お
風
呂
は
時
間
を
空
け
ず
に
入
る
」

な
ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

・
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

「
つ
い
う
っ
か
り
」が
大
き
な
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

▼
家
庭
で
は　

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ

容
器
等
に
小
分
け
す
る
際
は
絶
対
に
そ
の
場

を
離
れ
ず
、
最
後
に
元
栓
を
し
っ
か
り
と
閉

め
る　

▽
除
雪
を
小
ま
め
に
行
い
、
タ
ン
ク

の
開
栓
や
機
器
の
破
損
を
予
防
す
る　

▽
タ

ン
ク
や
配
管
、
埋
設
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が

な
い
か
を
点
検
す
る　

▽
タ
ン
ク
の
下
に
防

油
堤
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
給
油
栓
に
自
動

停
止
給
油
器
を
取
り
付
け
る

▼
事
業
所
で
は　

▽
機
械
類
か
ら
の
油
漏
れ

や
、
配
管
の
腐
食
・
亀
裂
の
有
無
を
小
ま
め

に
点
検
す
る　

▽
油
分
離
槽
は
適
正
に
管
理

し
、
油
汚
泥
は
定
期
的
に
処
理
す
る　

▽
廃

油
の
処
分
は
処
理
業
者
に
委
託
す
る

▼
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は　

☎
１

１
９
も
し
く
は
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐

８
３
２
１
ま
た
は
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２

４
７
へ
直
ち
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
対
応

が
遅
れ
る
ほ
ど
復
旧
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
HP

限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源

地
下
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

駐
車
場
の
消
雪
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地

下
水
は
限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源
で

す
。
今
後
も
安
定
的
・
永
続
的
に
利
用
し
て

い
く
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
節
水
を
心
掛
け
、

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
２
４

７
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
切
ろ
う
！

食
品
ロ
ス
削
減
に
ご
協
力
を

　

国
内
で
は
、
食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
な
ど

の
食
品
ロ
ス
が
、
年
間
約
４
７
２
万
ｔ
発
生

し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
人
１

日
当
た
り
に
置
き
換
え
る
と
、
茶
碗
１
杯
分

の
ご
は
ん
に
近
い
量
に
な
り
ま
す
。

▼
外
食
・
会
食
時　

食
べ
切
れ
る
量
だ
け
注

文
し
、
乾
杯
後
30
分
間
と
お
開
き
前
10
分
間

は
、
自
席
で
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
食

べ
切
れ
な
い
料
理
は
、
お
店
に
確
認
し
て
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う

▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
時　

食
べ
切
れ
る
量
だ
け

注
文
し
ま
し
ょ
う

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

冬
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

冬
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
虫
毒
の
発

生
が
増
え
る
時
期
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
食
中
毒
の
予
防
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
ト
イ
レ
の

後
、
調
理
や
食
事
の
前
に
は
、
石
け
ん
を
使

い
、
し
っ
か
り
と
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
品
を
調
理
す
る
際
は
、
十
分
に

加
熱
（
中
心
温
度
85
℃
〜
90
℃
で
90
秒
間
以

上
）
し
ま
し
ょ
う
。
ま
な
板
、
包
丁
、
食
器
、

ふ
き
ん
な
ど
は
使
用
後
す
ぐ
に
洗
剤
と
流
水

で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
85
℃
以
上
の
熱
湯

で
１
分
以
上
の
加
熱
消
毒
や
、
塩
素
系
消
毒

液
に
よ
る
消
毒
が
有
効
で
す
。

■■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

年
末
年
始
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
う
そ
電
話
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
当
に
あ

な
た
の
家
族
か
ら
で
す
か
？
」

▽
還
付
金
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
物
の
職
員

か
ら
で
す
か
？
」

▽
金
融
商
品
等
取
引
詐
欺
「『
必
ず
も
う
か

る
』。
そ
の
話
、
本
当
で
す
か
？
」　

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
親
し
く
な
っ
て
も
、
お
金
の
話
が
出
た

ら
詐
欺
！
」　

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

冬
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

12
月
11
日
○水
〜
20
日
○金
は
「
飲
酒
運
転
撲

滅
・
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
期
間
で
す
。

▼
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う　

冬
は
路
面
の

凍
結
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
等
で
交
通
事

故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
５
分
早
目
に
行

動
し
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末
は
飲
酒
の
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

▼
雪
の
事
故
を
防
止
し
よ
う　

路
面
凍
結
時

の
転
倒
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
下
ろ
し

時
の
転
落
、
除
雪
機
械
の
操
作
等
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
（
市
HP
に
雪
下
ろ
し
業
者
一
覧
を

掲
載
し
て
い
ま
す
）　

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２

０
４家

族
み
ん
な
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

年
の
瀬
も
〝
火
の
用
心
〞

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い　

▽
調
理
中
、
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い　

▽
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必

要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

▽
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
の
元
を
確
か
め

る■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３

３
２

生
活

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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そ
の
他

市
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

安
心
安
全
な
暮
ら
し
と
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
を
目
指
し
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
同
運
動
。
６
６
２
点
の
応
募
の
中
か
ら

次
の
11
人
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞　
「
深
め
よ
う 

声
の
か
け〝
愛
〞

助
け
〝
愛
〞」
諏
訪
彩
香
さ
ん
（
鶴
岡
一
中
）

▼
優
秀
賞　

山
本
陽
葵
さ
ん
（
鶴
岡
二
中
）、

半
澤
音
峰
さ
ん
（
鶴
岡
三
中
）、
田
村
碧
さ

ん
（
鶴
岡
四
中
）、
小
竹
晋
道
さ
ん
（
鶴
岡

五
中
）、
佐
藤
桃
子
さ
ん
（
豊
浦
中
）、
池
田

未
悠
さ
ん
（
藤
島
中
）、森
谷
茉
南
さ
ん
（
羽

黒
中
）、
五
十
嵐
志
乃
さ
ん
（
櫛
引
中
）、
齋

藤
桜
子
さ
ん（
朝
日
中
）、今
野
絢
心
さ
ん（
温

海
中
）

▼
入
賞
作
品
の
パ
ネ
ル
展
示　

■■日
12
月
２
日

○月
〜
12
日
○木　

■■場
市
役
所
本
所
市
民
ホ
ー
ル

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

中
心
市
街
地
居
住
促
進
事
業

住
宅
用
地
を
販
売
し
ま
す

　

市
内
指
定
区
域
内
に
あ
る
老
朽
危
険
空
き

家
（
不
良
住
宅
）
の
寄
附
を
受
け
て
、
市
が

解
体
・
整
地
し
た
土
地
を
販
売
し
ま
す
。

▼
購
入
申
込
み
受
付
中（
抽
せ
ん
）　

■■
売
却

地　

新
形
町
４
番
７　

■■申
12
月
26
日
○木
ま
で

▼
先
着
順
で
販
売
中　

■■
売
却
地　

①
本
町

そ
の
他

#82

二
丁
目
18
番
６
、
18
番
48　

②
家
中
新
町
３

番
８　

③
陽
光
町
19
番
42
、
19
番
43

▼
共
通　

■■対
若
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
移

住
希
望
者　

■■申
本
所
都
市
計
画
課

☎
35
‐
１
３
１
５　

■■他
市
HP

山
形
県
知
事
選
挙
立
候
補
届
出
予

定
者
説
明
会
・
出
納
責
任
者
説
明
会

■■日
12
月
10
日
○火
午
後
１
時　

■■場
山
形
県
庁

（
山
形
市
）　

■■内
来
年
１
月
26
日
○日
執
行
予
定

の
同
選
挙
の
説
明
会　

■■問
山
形
県
選
挙
管
理

委
員
会
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
０
８
１

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
林
水
産
省
で
は
、
来
年
２
月
１
日
現
在

で
「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林

業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係
者

の
方
々
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の

記
入
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
入

事
項
は
統
計
調
査
に
の
み
使
用
さ
れ
ま
す
。　

■■問
統
計
調
査
事
務
室
☎
26
‐
１
６
４
５
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

11
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
し
た

令
和
７
年
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■■日
来
年
１
月
12
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■■対
平
成
16
年
４
月
２
日
〜

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■■問
対
象
者
で

届
い
て
い
な
い
方
は
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４

８
６
６
へ

画
の
中
の
図
書
館
で
描
か
れ
て
い
た
の
は
、

重
厚
な
建
物
の
こ
と
よ
り
も
、
図
書
館
を

運
営
す
る
人
、
利
用
す
る
人
、
課
題
に
も

が
き
な
が
ら
も
理
想
を
追
求
す
る
人
々
の

対
話
の
姿
だ
っ
た
。

　

本
市
の
新
図
書
館
の
整
備
に
向
け
て
は
、

基
本
理
念
、
機
能
等
を
明
ら
か
に
し
た
基

本
構
想
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
検
討
過
程
で
の
市
民
参
画
を

重
視
し
て
お
り
、
有
識
者
に
よ
る
企
画
懇

話
会
、
図
書
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
意
見
聴
取
を
柱
と
し
つ
つ
、

ま
ち
キ
ネ
で
の
対
話
の
よ
う
に
、
図
書
館

を
め
ぐ
る
多
角
的
な
議
論
の
場
も
大
切
に

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。
図
書
館

が
備
え
る
べ
き
機
能
、
充
実
に
向
け
た
課

題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
中
心
市
街
地
へ

の
立
地
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
へ
の
対

応
、
郷
土
資
料
館
と
の
連
携
な
ど
を
含
め
、

方
向
性
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

　

米
国
の
姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
市
を
6
月
に
訪
問
し
た
際
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
立
ち
寄
り
、
図
書
館
を
訪
問

す
る
機
会
を
得
た
。
先
日
、
映
画
で
見
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
で
あ
る
。
そ

の
図
書
館
の
玄
関
の
床
に
は
、
正
式
な
教

育
を
受
け
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
の
移
民
の
感
謝
の
言
葉

が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
20
世
紀
の
初
頭
、

あ
ま
り
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た
が
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
ス
キ
ル
が
あ
っ
た
若
者
は
、

仕
事
を
し
な
が
ら
図
書
館
で
学
び
富
を
成

し
た
。
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
に
感
謝
を
込
め
て
、

彼
は
後
に
全
財
産
を
寄
付
し
て
い
る
。
ほ

か
の
人
に
も
同
じ
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
。

　

新
図
書
館
整
備
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、

図
書
館
の
本
質
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
逸
話
、

映
画
だ
っ
た
。

　

能
登
半
島
の
地
震
で
始
ま
っ
た
令
和
6

年
も
師
走
。
振
り
返
る
と
10
年
、
１
０
０

年
、
１
５
０
年
と
、
節
目
の
行
事
が
め
じ

ろ
押
し
の
年
だ
っ
た
。

　

都
市
交
流
の
周
年
行
事
も
重
な
り
、
11

月
3
日
に
は
、
北
海
道
木
古
内
町
に
お
い

て
姉
妹
都
市
盟
約
35
周
年
の
式
典
が
開
催

さ
れ
た
。
明
治
18
年
か
ら
そ
の
翌
年
に
か

け
て
旧
庄
内
藩
士
が
木
古
内
の
地
に
渡
っ

た
歴
史
を
礎
に
、
朝
暘
第
一
小
学
校
と
木

古
内
小
学
校
（
平
成
22
年
度
ま
で
は
木
古

内
町
立
鶴
岡
小
学
校
）
の
学
校
同
士
の
交

流
、「
庄
内
を
訪
ね
る
会
」
と
「
木
古
内

を
訪
ね
る
会
」
の
交
流
な
ど
を
通
じ
、
両

市
町
は
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
を
確
認
し

つ
つ
絆
を
深
め
て
き
た
。

　

ま
た
11
月
7
日
に
は
、
本
市
に
お
い
て

兄
弟
都
市
鹿
児
島
市
と
の
盟
約
55
周
年
を

祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
挨
拶
の
結
び

に
、
今
年
開
校
し
た
県
立
中
高
一
貫
校

「
致
道
館
」
の
校
歌
に
、『
遺
訓
』
の
著
者

で
も
あ
る
佐
藤
賢
一
氏
に
よ
っ
て
西
郷
南

洲
翁
の
精
神
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
触

れ
た
。
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
往
来
に

困
難
さ
が
伴
う
期
間
に
お
い
て
も
、
両
市

は
、
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事

業
や
、
庄
内
の
翼
事
業
な
ど
を
通
じ
、
互

い
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
み
を
止
め
ず
、

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
縁
を

大
切
に
す
る
方
々
の
一
層
の
参
画
に
よ
っ

て
、
鹿
児
島
市
と
鶴
岡
市
の
兄
弟
の
絆
は

ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
く
。

　

11
月
10
日
、「
に
こ
♥
ふ
る
」
で
の
対
話

集
会
か
ら
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
へ
。
世
界
中

の
図
書
館
員
が
憧
れ
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

公
共
図
書
館
」、
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
を
鑑
賞
し
た
。
約
３
時
間
半
、
途

中
５
分
の
休
憩
を
挟
む
大
作
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
映
画
の
感
想
や
鶴
岡
市
の
新
図
書

館
整
備
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
傍
聴
し
た
。
映
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だ
さ
い
。
こ
の
通
知
書
は
、
窓
口
納
付
、
口

座
振
替
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
決
済
を
し
た
方
全
員
に
お
送
り
し

ま
す
。
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
に
は
送

付
し
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
調
整
用
（
保
険
料
控
除
証
明

用
）
に
納
付
額
通
知
書
が
必
要
な
方
は
、
本

所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
３
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

生
活

12
月
は「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

き
れ
い
な
大
気
が
地
球
温
暖
化
の
ブ
レ
ー
キ
で
す

　

暖
房
器
具
が
多
く
使
わ
れ
る
冬
季
は
、
大

気
汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
防
止
、
省

エ
ネ
の
た
め
に
「
一
部
屋
に
集
ま
っ
て
過
ご

す
」「
お
風
呂
は
時
間
を
空
け
ず
に
入
る
」

な
ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

・
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

「
つ
い
う
っ
か
り
」が
大
き
な
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

▼
家
庭
で
は　

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ

容
器
等
に
小
分
け
す
る
際
は
絶
対
に
そ
の
場

を
離
れ
ず
、
最
後
に
元
栓
を
し
っ
か
り
と
閉

め
る　

▽
除
雪
を
小
ま
め
に
行
い
、
タ
ン
ク

の
開
栓
や
機
器
の
破
損
を
予
防
す
る　

▽
タ

ン
ク
や
配
管
、
埋
設
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が

な
い
か
を
点
検
す
る　

▽
タ
ン
ク
の
下
に
防

油
堤
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
給
油
栓
に
自
動

停
止
給
油
器
を
取
り
付
け
る

▼
事
業
所
で
は　

▽
機
械
類
か
ら
の
油
漏
れ

や
、
配
管
の
腐
食
・
亀
裂
の
有
無
を
小
ま
め

に
点
検
す
る　

▽
油
分
離
槽
は
適
正
に
管
理

し
、
油
汚
泥
は
定
期
的
に
処
理
す
る　

▽
廃

油
の
処
分
は
処
理
業
者
に
委
託
す
る

▼
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は　

☎
１

１
９
も
し
く
は
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐

８
３
２
１
ま
た
は
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２

４
７
へ
直
ち
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
対
応

が
遅
れ
る
ほ
ど
復
旧
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
HP

限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源

地
下
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

駐
車
場
の
消
雪
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地

下
水
は
限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源
で

す
。
今
後
も
安
定
的
・
永
続
的
に
利
用
し
て

い
く
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
節
水
を
心
掛
け
、

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
２
４

７
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
切
ろ
う
！

食
品
ロ
ス
削
減
に
ご
協
力
を

　

国
内
で
は
、
食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
な
ど

の
食
品
ロ
ス
が
、
年
間
約
４
７
２
万
ｔ
発
生

し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
人
１

日
当
た
り
に
置
き
換
え
る
と
、
茶
碗
１
杯
分

の
ご
は
ん
に
近
い
量
に
な
り
ま
す
。

▼
外
食
・
会
食
時　

食
べ
切
れ
る
量
だ
け
注

文
し
、
乾
杯
後
30
分
間
と
お
開
き
前
10
分
間

は
、
自
席
で
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
食

べ
切
れ
な
い
料
理
は
、
お
店
に
確
認
し
て
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う

▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
時　

食
べ
切
れ
る
量
だ
け

注
文
し
ま
し
ょ
う

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

冬
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

冬
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
虫
毒
の
発

生
が
増
え
る
時
期
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
食
中
毒
の
予
防
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
ト
イ
レ
の

後
、
調
理
や
食
事
の
前
に
は
、
石
け
ん
を
使

い
、
し
っ
か
り
と
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
品
を
調
理
す
る
際
は
、
十
分
に

加
熱
（
中
心
温
度
85
℃
〜
90
℃
で
90
秒
間
以

上
）
し
ま
し
ょ
う
。
ま
な
板
、
包
丁
、
食
器
、

ふ
き
ん
な
ど
は
使
用
後
す
ぐ
に
洗
剤
と
流
水

で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
85
℃
以
上
の
熱
湯

で
１
分
以
上
の
加
熱
消
毒
や
、
塩
素
系
消
毒

液
に
よ
る
消
毒
が
有
効
で
す
。

■■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

年
末
年
始
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
う
そ
電
話
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
当
に
あ

な
た
の
家
族
か
ら
で
す
か
？
」

▽
還
付
金
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
物
の
職
員

か
ら
で
す
か
？
」

▽
金
融
商
品
等
取
引
詐
欺
「『
必
ず
も
う
か

る
』。
そ
の
話
、
本
当
で
す
か
？
」　

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
親
し
く
な
っ
て
も
、
お
金
の
話
が
出
た

ら
詐
欺
！
」　

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

冬
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

12
月
11
日
○水
〜
20
日
○金
は
「
飲
酒
運
転
撲

滅
・
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
期
間
で
す
。

▼
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う　

冬
は
路
面
の

凍
結
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
等
で
交
通
事

故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
５
分
早
目
に
行

動
し
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末
は
飲
酒
の
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

▼
雪
の
事
故
を
防
止
し
よ
う　

路
面
凍
結
時

の
転
倒
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
下
ろ
し

時
の
転
落
、
除
雪
機
械
の
操
作
等
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
（
市
HP
に
雪
下
ろ
し
業
者
一
覧
を

掲
載
し
て
い
ま
す
）　

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２

０
４家

族
み
ん
な
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

年
の
瀬
も
〝
火
の
用
心
〞

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い　

▽
調
理
中
、
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い　

▽
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必

要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

▽
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
の
元
を
確
か
め

る■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３

３
２

生
活

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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そ
の
他

市
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

安
心
安
全
な
暮
ら
し
と
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
を
目
指
し
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
同
運
動
。
６
６
２
点
の
応
募
の
中
か
ら

次
の
11
人
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞　
「
深
め
よ
う 

声
の
か
け〝
愛
〞

助
け
〝
愛
〞」
諏
訪
彩
香
さ
ん
（
鶴
岡
一
中
）

▼
優
秀
賞　

山
本
陽
葵
さ
ん
（
鶴
岡
二
中
）、

半
澤
音
峰
さ
ん
（
鶴
岡
三
中
）、
田
村
碧
さ

ん
（
鶴
岡
四
中
）、
小
竹
晋
道
さ
ん
（
鶴
岡

五
中
）、
佐
藤
桃
子
さ
ん
（
豊
浦
中
）、
池
田

未
悠
さ
ん
（
藤
島
中
）、森
谷
茉
南
さ
ん
（
羽

黒
中
）、
五
十
嵐
志
乃
さ
ん
（
櫛
引
中
）、
齋

藤
桜
子
さ
ん（
朝
日
中
）、今
野
絢
心
さ
ん（
温

海
中
）

▼
入
賞
作
品
の
パ
ネ
ル
展
示　

■■日
12
月
２
日

○月
〜
12
日
○木　

■■場
市
役
所
本
所
市
民
ホ
ー
ル

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

中
心
市
街
地
居
住
促
進
事
業

住
宅
用
地
を
販
売
し
ま
す

　

市
内
指
定
区
域
内
に
あ
る
老
朽
危
険
空
き

家
（
不
良
住
宅
）
の
寄
附
を
受
け
て
、
市
が

解
体
・
整
地
し
た
土
地
を
販
売
し
ま
す
。

▼
購
入
申
込
み
受
付
中（
抽
せ
ん
）　

■■
売
却

地　

新
形
町
４
番
７　

■■申
12
月
26
日
○木
ま
で

▼
先
着
順
で
販
売
中　

■■
売
却
地　

①
本
町

そ
の
他

#82

二
丁
目
18
番
６
、
18
番
48　

②
家
中
新
町
３

番
８　

③
陽
光
町
19
番
42
、
19
番
43

▼
共
通　

■■対
若
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
移

住
希
望
者　

■■申
本
所
都
市
計
画
課

☎
35
‐
１
３
１
５　

■■他
市
HP

山
形
県
知
事
選
挙
立
候
補
届
出
予

定
者
説
明
会
・
出
納
責
任
者
説
明
会

■■日
12
月
10
日
○火
午
後
１
時　

■■場
山
形
県
庁

（
山
形
市
）　

■■内
来
年
１
月
26
日
○日
執
行
予
定

の
同
選
挙
の
説
明
会　

■■問
山
形
県
選
挙
管
理

委
員
会
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
０
８
１

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
林
水
産
省
で
は
、
来
年
２
月
１
日
現
在

で
「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林

業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係
者

の
方
々
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の

記
入
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
入

事
項
は
統
計
調
査
に
の
み
使
用
さ
れ
ま
す
。　

■■問
統
計
調
査
事
務
室
☎
26
‐
１
６
４
５
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

11
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
し
た

令
和
７
年
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■■日
来
年
１
月
12
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■■対
平
成
16
年
４
月
２
日
〜

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■■問
対
象
者
で

届
い
て
い
な
い
方
は
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４

８
６
６
へ

画
の
中
の
図
書
館
で
描
か
れ
て
い
た
の
は
、

重
厚
な
建
物
の
こ
と
よ
り
も
、
図
書
館
を

運
営
す
る
人
、
利
用
す
る
人
、
課
題
に
も

が
き
な
が
ら
も
理
想
を
追
求
す
る
人
々
の

対
話
の
姿
だ
っ
た
。

　

本
市
の
新
図
書
館
の
整
備
に
向
け
て
は
、

基
本
理
念
、
機
能
等
を
明
ら
か
に
し
た
基

本
構
想
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
検
討
過
程
で
の
市
民
参
画
を

重
視
し
て
お
り
、
有
識
者
に
よ
る
企
画
懇

話
会
、
図
書
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
意
見
聴
取
を
柱
と
し
つ
つ
、

ま
ち
キ
ネ
で
の
対
話
の
よ
う
に
、
図
書
館

を
め
ぐ
る
多
角
的
な
議
論
の
場
も
大
切
に

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。
図
書
館

が
備
え
る
べ
き
機
能
、
充
実
に
向
け
た
課

題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
中
心
市
街
地
へ

の
立
地
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
へ
の
対

応
、
郷
土
資
料
館
と
の
連
携
な
ど
を
含
め
、

方
向
性
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

　

米
国
の
姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
市
を
6
月
に
訪
問
し
た
際
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
立
ち
寄
り
、
図
書
館
を
訪
問

す
る
機
会
を
得
た
。
先
日
、
映
画
で
見
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
で
あ
る
。
そ

の
図
書
館
の
玄
関
の
床
に
は
、
正
式
な
教

育
を
受
け
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
の
移
民
の
感
謝
の
言
葉

が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
20
世
紀
の
初
頭
、

あ
ま
り
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た
が
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
ス
キ
ル
が
あ
っ
た
若
者
は
、

仕
事
を
し
な
が
ら
図
書
館
で
学
び
富
を
成

し
た
。
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
に
感
謝
を
込
め
て
、

彼
は
後
に
全
財
産
を
寄
付
し
て
い
る
。
ほ

か
の
人
に
も
同
じ
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
。

　

新
図
書
館
整
備
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、

図
書
館
の
本
質
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
逸
話
、

映
画
だ
っ
た
。

　

能
登
半
島
の
地
震
で
始
ま
っ
た
令
和
6

年
も
師
走
。
振
り
返
る
と
10
年
、
１
０
０

年
、
１
５
０
年
と
、
節
目
の
行
事
が
め
じ

ろ
押
し
の
年
だ
っ
た
。

　

都
市
交
流
の
周
年
行
事
も
重
な
り
、
11

月
3
日
に
は
、
北
海
道
木
古
内
町
に
お
い

て
姉
妹
都
市
盟
約
35
周
年
の
式
典
が
開
催

さ
れ
た
。
明
治
18
年
か
ら
そ
の
翌
年
に
か

け
て
旧
庄
内
藩
士
が
木
古
内
の
地
に
渡
っ

た
歴
史
を
礎
に
、
朝
暘
第
一
小
学
校
と
木

古
内
小
学
校
（
平
成
22
年
度
ま
で
は
木
古

内
町
立
鶴
岡
小
学
校
）
の
学
校
同
士
の
交

流
、「
庄
内
を
訪
ね
る
会
」
と
「
木
古
内

を
訪
ね
る
会
」
の
交
流
な
ど
を
通
じ
、
両

市
町
は
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
を
確
認
し

つ
つ
絆
を
深
め
て
き
た
。

　

ま
た
11
月
7
日
に
は
、
本
市
に
お
い
て

兄
弟
都
市
鹿
児
島
市
と
の
盟
約
55
周
年
を

祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
挨
拶
の
結
び

に
、
今
年
開
校
し
た
県
立
中
高
一
貫
校

「
致
道
館
」
の
校
歌
に
、『
遺
訓
』
の
著
者

で
も
あ
る
佐
藤
賢
一
氏
に
よ
っ
て
西
郷
南

洲
翁
の
精
神
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
触

れ
た
。
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
往
来
に

困
難
さ
が
伴
う
期
間
に
お
い
て
も
、
両
市

は
、
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事

業
や
、
庄
内
の
翼
事
業
な
ど
を
通
じ
、
互

い
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
み
を
止
め
ず
、

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
縁
を

大
切
に
す
る
方
々
の
一
層
の
参
画
に
よ
っ

て
、
鹿
児
島
市
と
鶴
岡
市
の
兄
弟
の
絆
は

ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
く
。

　

11
月
10
日
、「
に
こ
♥
ふ
る
」
で
の
対
話

集
会
か
ら
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
へ
。
世
界
中

の
図
書
館
員
が
憧
れ
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

公
共
図
書
館
」、
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
を
鑑
賞
し
た
。
約
３
時
間
半
、
途

中
５
分
の
休
憩
を
挟
む
大
作
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
映
画
の
感
想
や
鶴
岡
市
の
新
図
書

館
整
備
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
傍
聴
し
た
。
映



10

十
里
越
街
道
は
、
庄
内
地
方
と
内

陸
を
結
ぶ
た
め
、
１
、２
０
０
年

前
に
開
か
れ
た
山
道
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ア
ル
ゴ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
そ
の

六
十
里
越
街
道
を
活
用
し
て
地
域
お
こ
し

を
し
よ
う
と
平
成
14
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

 

「
い
ろ
ん
な
人
に
〝
ア
ル
ゴ
デ
ィ
ア
〞
と

は
ど
う
い
う
意
味
か
聞
か
れ
ま
す
が
、『
理

想
郷
』
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
〝
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
〞
と
、『
歩
こ
う
よ
』
の
庄
内

弁
〝
歩
ご
で
ぃ
〞
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

で
す
。」
と
話
す
の
は
、
名
前
を
考
え
た

会
長
の
小こ

せ
き
ゆ
う
じ

関
祐
二
さ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、

「
最
初
は
笑
っ
た
け
れ
ど
、
す
っ
か
り
定

着
し
て
、
今
は
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。」

と
事
務
局
長
の
安あ

だ
ち
か
ず
は
る

達
一
春
さ
ん
。

　

名
前
に
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
自

分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
に

絶
対
の
自
信
が
あ
る
た
め
。
そ
し
て
、
歴

史
の
あ
る
六
十
里
越
街
道
に
大
き
な
可
能

性
を
感
じ
て
い
る
た
め
で
す
。

 

「
１
、２
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
、
物
流

や
戦
の
道
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
一

番
は
信
仰
の
道
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

人
が
生
ま
れ
変
わ
り
の
山
で
あ
る
湯
殿
山

を
目
指
し
歩
い
た
。
こ
の
歴
史
は
つ
な
い

で
い
く
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

発
足
当
初
、
六
十
里
越
街
道
の
地
図
は

略
図
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
巻
き
尺
片
手

に
街
道
を
歩
き
続
け
、
六
十
里
越
街
道
の

地
図
を
作
る
こ
と
で
し
た
。

 

「
や
は
り
安
全
に
安
心
し
て
歩
け
る
こ
と

 

六

アルゴディア研究会
scene14

Argodia Kenkyukai

六
十
里
越
街
道
の
歴
史
と

未
来
を
つ
な
ぐ
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が
大
切
で
す
。
地
図
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
し
、

整
備
も
必
要
。
標
識
を
作
り
設
置
し
ま
し

た
し
、
草
刈
り
は
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
毎
年
一
定
の
人

が
六
十
里
越
街
道
に
歩
き
に
来
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
認
知
度
は
低
い
と
感
じ
ま
す
」。

　

活
動
を
始
め
て
23
年
に
な
る
ア
ル
ゴ
デ

ィ
ア
研
究
会
は
、
発
足
時
か
ら
１
０
０
年

続
け
る
こ
と
を
合
言
葉
に
し
て
き
ま
し
た
。

 

「
23
年
間
続
い
て
き
た
の
は
、
地
域
を
愛

す
る
人
が
集
ま
り
、
街
道
を
歩
い
て
魅
力

に
取
り
つ
か
れ
た
人
が
集
ま
っ
て
き
た
か

ら
。」
と
語
る
安
達
さ
ん
は
、
更
に
こ
う

続
け
ま
す
。

 

「
こ
の
会
で
は
70
代
前
半
は
ま
だ
若
手
。

80
代
の
メ
ン
バ
ー
も
ま
だ
主
力
と
し
て
、

山
に
登
り
、
草
刈
り
や
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
巡
礼
路
の
よ
う
な
『
祈
り
の
道
』
と
し

て
再
び
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
ん
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
若
い

人
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
六
十
里
越
街
道

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」。

 

「
残
雪
か
ら
初
冬
ま
で
の
季
節
を
何
度
も

歩
い
て
い
ま
す
が
、
歩
く
た
び
に
景
色
が

違
っ
て
、
全
く
飽
き
ま
せ
ん
。」
と
安
達

さ
ん
が
言
う
と
、「
全
国
い
ろ
ん
な
街
道

を
見
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
六
十
里
越
街
道

は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
。」
と
小
関
さ
ん

も
熱
く
語
り
ま
す
。

　

長
い
歴
史
が
あ
り
、
自
然
の
変
化
も
楽

し
め
る
六
十
里
越
街
道
へ
の
愛
を
原
動
力

に
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

また来たいと思ってもらえる六十里越街道を目指し、
整備と保全に努めています。

アルゴディア研究会 
平成14年結成。現在は朝日地域住民を中心に30代
～80代の28人の会員が活動。10月に環境省自然
歩道関係功労者表彰を受賞。お話を聞かせてくれ
たのは、小関会長（左）と安達事務局長（右）。

11月９日開催の「出羽の古道六十里越街道魅力発信フ
ォーラム」では、自然歩道関係功労者表彰の伝達式が
行われました。
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秋晴れの中、多くの来場者でにぎわった同まつり。芋
煮の販売やお餅の振る舞い、藁文化大祭のほか、若手
農家が対象のお米の品評会「鶴岡ごはん日本一」の決勝

大会を開催。100人の審査員によって最優秀賞に選ば
れたのは、自慢のつや姫を出品した本市の松浦篤さん。
松浦さんには新車の軽トラックが贈呈されました。

食べて、見て、作って楽しい！ふじしま秋まつり藤島｜11.10

鶴岡｜10.19・20

今年はユネスコ食文化創造都市認定10周年の節目を
記念して開催。会場には、交流のある都市からの出店
など100を超えるブースが設置され、グルメを味わう
人やものづくり体験に取り組む人でにぎわいました。

新企画のドローン操縦体験や笹巻作り、宇宙産業を学
ぶコーナーも大盛況。昼にはきのこ汁も振る舞われ、
来場者の体を温めていました。２日間で２万3，000人
が訪れ、鶴岡の産業の魅力に触れる機会となりました。

つるおか大産業まつり・庄内森とみどりのフェスティバル
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外国人と共に学ぶ防災セミナー

新島村・鶴岡市友好都市盟約40周年記念式典

新島村の大沼村長など11人の新島村訪問団が来鶴。
盟約40周年の節目を記念した式典では、羽黒山御
神木の絵馬と新島ガラスの花器を贈り合いました。

旬の味覚に舌鼓！カニ・えび甲殻祭り

鼠ヶ関港で水揚げされたカニやエビのほか、これら
をふんだんに使った汁物やそう菜などを販売。旬の
幸を求める多くの人でにぎわいました。

温海｜10.26

櫛引地域でつるおか図書館ミーティングを開催

市立図書館の新館構想策定に向けて、市民参加型
のミーティングを実施。「より使いやすく、楽しく、
集えるような図書館に」などの意見が出されました。

櫛引｜10.19

まちの魅力を再発見！景観探険まちあるき

専門家と一緒に、城下町の風情が残る鶴岡公園周辺
を探険。写真を撮ったり、メモを取ったりする人も見
られ、歴史的建造物や小路巡りを楽しんでいました。

あさひ産業文化まつり

絵画や書道、俳句、活け花など、出品者の力作が勢ぞ
ろいしました。芸能発表ステージでは、真剣で元気
があふれる和太鼓の熱演に大きな拍手が湧きました。

朝日｜11.3

羽黒｜10.18

優しい日本語を使い、外国人と一緒に防災について
学ぶセミナー。段ボールベッドや簡易トイレの組立
て方を教わるとともに、非常食の試食も行いました。

鶴岡｜10.27

鶴岡｜10.27
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忘
年
囲
碁
大
会

■■日
12
月
７
日
○土
午
後
１
時　

■■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡

ま
ち
な
か
ワ
ン
コ
イ
ン

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
２
４

■■日
12
月
７
日
○土
〜
来
年
１
月
17
日
○金　

■■内

市
内
12
商
店
街
の
参
加
店
３
店
舗
分
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
せ
ん

で
商
店
街
の
お
店
の
商
品
が
当
た
る　

■■問

鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
☎
24
‐
７
７
１
１　

■■他
対
象

施
設
等
は
HP

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

ス
キ
ー
場
情
報

▼
湯
殿
山
ス
キ
ー
場　

■■日
12
月
８
日
○日
〜

来
年
３
月
31
日
○月
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

４
時
30
分　

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
54
‐
６
４

５
０　

■■他
12
月
８
日
は
リ
フ
ト
無
料
開
放

（
午
後
４
時
ま
で
）。
15
日
○日
は
小
学
生
以

下
リ
フ
ト
無
料
。
シ
ー
ズ
ン
券
を
櫛
引
た

ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場
で
提
示

す
る
と
割
引
あ
り

▼
羽
黒
山
ス
キ
ー
場　

■■日
12
月
14
日
○土
〜

来
年
３
月
２
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
12
月
30
日
、
１
月
13
日
、
２
月
24
日
を

除
く
毎
週
月
曜
日
は
休
業
。
12
月
14
日
は

正
午
か
ら
、
15
日
○日
か
ら
の
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
と
年
末
年
始
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
）　

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
62
‐
２
１
５

２
、
休
暇
村
庄
内
羽
黒
☎
62
‐
４
２
７
０

ま
た
は
羽
黒
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
26
‐
８

７
７
６
へ　

■■他
12
月
14
日
は
リ

フ
ト
無
料
開
放

▼
櫛
引
た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場　

■■日
12

月
21
日
○土
〜
来
年
３
月
２
日
○日　

■■時
月
曜

〜
金
曜
日
…
午
後
５
時
〜
９
時　

土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
…
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
12
月
21
日
は
正
午
か
ら
）

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
57
‐
５
４
７
０
ま
た
は

櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

へ　

■■他
12
月
21
日
は
リ
フ
ト
無
料
開
放

（
午
後
４
時
30
分
ま
で
）。
シ
ー
ズ
ン
券
を

12
月
と
３
月
に
湯
殿
山
ス
キ
ー

場
で
提
示
す
る
と
割
引
あ
り

▼
共
通　

▽「
雪
マ
ジ
」　

■■対
19
歳
〜
22
歳

の
方　

■■内
各
ス
キ
ー
場
２
回
ま
で
無
料
。

３
回
目
以
降
も
割
引
あ
り　

■■他

各
ス
キ
ー
場
で
使
用
条
件
あ
り　

致
道
博
物
館

ワ
ッ
パ
騒
動
展
講
演
会

▼
ワ
ッ
パ
騒
動
と
は
何
か
？　

■■日
12
月
８

日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
図
書
館
本
館

■■師
山
口
励
氏
（
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議

会
副
会
長
）、
升
川
繁
敏
氏
（
ワ
ッ
パ
騒

動
義
民
顕
彰
会
事
務
局
長
）

▼
松
平
親
懐
と
菅
実
秀
か
ら
み
た
ワ
ッ
パ

騒
動　

■■日
22
日
○日
午
後
２
時　

■■場
致
道
博

物
館　

■■師
門
松
秀
樹
氏
（
公
益
大
教
授
）　　

■■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０

０
円　

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

１
皿
１
２
０
円
の
料
理
バ
イ
キ
ン
グ

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
12
月
15
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐

１
４
５
５　

■■他
持
ち
帰
り
販
売
の
み

ト
ー
ク
＆
交
流
会

デ
ィ
ス
カ
バ  

つ
る
お
か

■■日
12
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
先
端

研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■■対
帰
省
者
、

移
住
者
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
方
等
30

人　

■■内
市
内
で
活
動
す
る
ゲ
ス
ト
と
参
加

者
の
交
流　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
本

所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９

１　

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

歳
末
感
謝
祭

■■日
12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
３
時　

■■内
各
日
先
着
１
０
０
人
に

ス
ピ
ー
ド
く
じ
と
粗
品
進
呈
、
先
着
50
人

に
エ
ビ
汁
無
料
提
供
等　

■■場
・

■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

日
帰
り
入
浴
、温
泉
バ
ル
、朝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
等

開
運
湯
治
だ
Ｉ
♥
♨

■■日
12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
11
時
〜
午

後
３
時
（
22
日
は
５
時
ま
で
）　

■■場
湯
田

川
温
泉
街　

■■問
湯
田
川
温
泉
観
光
協
会
☎

35
‐
４
１
１
１

大
宝
館
周
辺
が
幻
想
の
世
界
に

鶴
岡
冬
ま
つ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■■日
12
月
23
日
○月
〜
来
年
２
月
28
日
○金
午
後

４
時
30
分
〜
10
時
（
12
月
31
日
○火
は
翌
日

午
前
７
時
ま
で
）　

■■問
本
所
観
光
物
産
課

☎
35
‐
１
３
０
１

音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
12
月
23
日
○月
午
後
６
時　

■■
出
演　

礒

見
カ
ル
テ
ッ
ト　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、

５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円

■■場
・
■■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６

藤
沢
周
平
記
念
館　
　
　
　
　
　
　

藤
沢
周
平
原
作
ド
ラ
マ
上
映
会

■■日
12
月
〜
２
月
の
各
月
２
日
程
度
（
各
日

２
回
上
映
）　

■■定
各
回
15
人　

■■内
時
代
劇

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。
各担当課や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等
でご確認ください。
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来
年
２
月
22
日
○土
に
開
催　
　
　
　
　

大
山
新
酒
・
酒
蔵
ま
つ
り
前
売
り
券
販
売
　

▼
酒
蔵
め
ぐ
り　

■■定
先
着
１
、
５
０
０
枚

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
含
む
）　

■■内
４
酒

蔵
を
巡
る　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
大
山
新
酒
を
楽
し
む
会　

■■定
先
着
１
０

０
枚　

■■内
４
酒
蔵
の
新
酒
と
地
元
産
食
材

の
料
理
を
楽
し
む
（
指
定
席
制
）　

■■費
５
、

０
０
０
円　

▼
共
通　

■■
販
売　

12
月
15
日
○日
午
前
９

時
〜
正
午
に
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
販
売
（
16
日
○月
以
降
は
出
羽
商
工
会

本
所
で
販
売
）　

■■問
出
羽
商
工
会
本
所
☎

33
‐
２
１
１
７　

■■他
１
人
４
枚

ま
で
購
入
可
能
。
HP

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■■日
12
月
４
日
○水
・
20
日
○金
、
来
年
１
月
８

日
○水
・
17
日
○金
午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以

上
各
日
10
人　

■■費
３
１
０
円　

■■場
・
■■申
藤

島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　
　
　

▼
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン　

■■日
12
月
７
日

○土
〜
来
年
３
月
２
日
○日　

■■時
月
曜
〜
金
曜

日
…
午
後
１
時
〜
６
時　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
（
元
日
は
休
み
）
…
午

前
10
時
〜
午
後
７
時　

■■費
大
人
…
５
３
０

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
の
『
三
屋
清
左
衛

門
残
日
録  

あ
の
日
の
声
』『
三
屋
清
左
衛

門
残
日
録  

ふ
た
た
び
咲
く
花
』『
橋
も
の

が
た
り  

約
束
』
を
上
映　

■■費
大
人
…
３

２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■■場
・
■■申

同
館
☎
29
‐
１
８
８
０　

■■他
HP

鶴
岡
市
賀
詞
交
換
会

■■日
来
年
１
月
６
日
○月
午
前
11
時　

■■場
グ
ラ

ン
ド
エ
ル
・
サ
ン　

■■定
名
簿
登
載
…
６
０

０
人　

■■費
名
簿
登
載
料
１
、
５
０
０
円

■■申
12
月
６
日
○金
ま
で
本
所
総
務
課
☎
35
‐

１
１
１
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画

課
へ２

０
２
５
米
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
庄
内

■■日
来
年
１
月
９
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場

な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■■内
講
演
「
気

候
変
動
に
強
い
土
づ
く
り
」
伊
藤
豊
彰
氏

（
新
潟
食
科
農
業
大
学
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン　

■■申
12
月
23
日
○月
ま
で
庄
内

総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２
１

０
３
へ

金
峰
少
年
自
然
の
家

き
ん
ぼ
う
冬
フ
ェ
ス
タ

■■日
来
年
１
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　

■■定
90
人　

■■内
餅
つ
き
体
験
、
雪
遊
び

等　

■■申
12
月
24
日
○火
〜
来
年
１
月
６
日
○月

に
HP
で　

■■場
・
■■問
同
館
☎
24
‐

２
４
０
０

円　

高
校
生
等
…
３
２
０
円　

中
学
生
以

下
…
２
１
０
円　

貸
靴
料
…
３
５
０
円

（
団
体
割
引
あ
り
）　

■■他
12
月
７
日
○土
・
８

日
○日
は
滑
走
料
無
料
（
☆
貸
靴
料
有
料
、

団
体
割
引
な
し
）。
第
２
・
第
４
土
曜
日

は
高
校
生
以
下
滑
走
料
無
料
（
☆
同
）

▼
初
心
者
対
象
短
期
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
各

コ
ー
ス
全
３
回
）　

■■日
12
月
コ
ー
ス
…
12

月
14
日
○土
・
15
日
○日
・
22
日
○日　

１
月
コ

ー
ス
…
来
年
１
月
11
日
○土
〜
13
日
○月　

■■時

午
前
10
時（
各
コ
ー
ス
初
日
は
９
時
30
分
）　

■■対
初
心
者
の
小
学
生
各
先
着
20

人　

■■費
３
、
５
０
０
円

▼
ア
イ
ス
リ
ン
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■■日
12
月
24
日
○火
〜
来
年
１
月
５
日
○日
午
後

４
時
〜
８
時
（
12
月
27
日
○金
〜
31
日
○火
、

１
月
５
日
は
７
時
ま
で
）　

■■他
12
月
24
日

〜
26
日
○木
…
竹
あ
か
り
等
設
置　

１
月
２

日
○木
〜
４
日
○土
…
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店

▼
長
靴
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
参
加
チ
ー

ム
募
集　

■■日
来
年
１
月
７
日
〜
２
月
27
日

の
火
曜
・
木
曜
日
夜　

■■対
18
歳
以
上
の
８

人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
男
女
混

合
の
チ
ー
ム　

▼
共
通　

■■問
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
25

‐
８
１
３
１
ま
た
は
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23

‐
５
６
９
４
へ

地
域
医
療
市
民
勉
強
会

鶴
岡
ま
る
っ
と
地
域
医
療

■■日
12
月
９
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
50
人　

■■内「
南
庄
内
の
救
急

医
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望（
仮
）」
坂
本

薫
（
荘
内
病
院
医
師
）、「
知
っ
て
み
よ
う

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

プライム寄席　二人会
来年３月８日○土  午後２時開演　
荘銀タクト鶴岡 大ホール

全席指定4,000円（当日500円増し）
※未就学児入場不可。

チケット販売
【会館先行エントリー】※座席指定不可
●受付期間　12月１日○日午前10時～14日○土午後７時
●受付方法　荘銀タクト鶴岡HPでのみ
　※１人４枚まで購入可能。
　※ 申込み多数の場合は抽せん。結果はメールでお知らせ。
　※ インターネット環境がない方は同館☎24‐5188にお問
い合わせください。

● チケット引換え　12月20日○金～27日○金に同館へ
【一般販売】
●販売開始日時　来年１月13日○月午前10時から先着順
●販売方法　 荘銀タクト鶴岡窓口ほか
◇問合せ　オールドキッズ☎045‐309‐1007
　　　　　（月曜～金曜日午前11時～午後５時）

林
家
た
い
平

桂
宮
治

詳しく
はHP
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忘
年
囲
碁
大
会

■■日
12
月
７
日
○土
午
後
１
時　

■■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡

ま
ち
な
か
ワ
ン
コ
イ
ン

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
２
４

■■日
12
月
７
日
○土
〜
来
年
１
月
17
日
○金　

■■内

市
内
12
商
店
街
の
参
加
店
３
店
舗
分
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
せ
ん

で
商
店
街
の
お
店
の
商
品
が
当
た
る　

■■問

鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
☎
24
‐
７
７
１
１　

■■他
対
象

施
設
等
は
HP

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

ス
キ
ー
場
情
報

▼
湯
殿
山
ス
キ
ー
場　

■■日
12
月
８
日
○日
〜

来
年
３
月
31
日
○月
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

４
時
30
分　

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
54
‐
６
４

５
０　

■■他
12
月
８
日
は
リ
フ
ト
無
料
開
放

（
午
後
４
時
ま
で
）。
15
日
○日
は
小
学
生
以

下
リ
フ
ト
無
料
。
シ
ー
ズ
ン
券
を
櫛
引
た

ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場
で
提
示

す
る
と
割
引
あ
り

▼
羽
黒
山
ス
キ
ー
場　

■■日
12
月
14
日
○土
〜

来
年
３
月
２
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
12
月
30
日
、
１
月
13
日
、
２
月
24
日
を

除
く
毎
週
月
曜
日
は
休
業
。
12
月
14
日
は

正
午
か
ら
、
15
日
○日
か
ら
の
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
と
年
末
年
始
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
）　

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
62
‐
２
１
５

２
、
休
暇
村
庄
内
羽
黒
☎
62
‐
４
２
７
０

ま
た
は
羽
黒
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
26
‐
８

７
７
６
へ　

■■他
12
月
14
日
は
リ

フ
ト
無
料
開
放

▼
櫛
引
た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場　

■■日
12

月
21
日
○土
〜
来
年
３
月
２
日
○日　

■■時
月
曜

〜
金
曜
日
…
午
後
５
時
〜
９
時　

土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
…
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
12
月
21
日
は
正
午
か
ら
）

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
57
‐
５
４
７
０
ま
た
は

櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

へ　

■■他
12
月
21
日
は
リ
フ
ト
無
料
開
放

（
午
後
４
時
30
分
ま
で
）。
シ
ー
ズ
ン
券
を

12
月
と
３
月
に
湯
殿
山
ス
キ
ー

場
で
提
示
す
る
と
割
引
あ
り

▼
共
通　

▽「
雪
マ
ジ
」　

■■対
19
歳
〜
22
歳

の
方　

■■内
各
ス
キ
ー
場
２
回
ま
で
無
料
。

３
回
目
以
降
も
割
引
あ
り　

■■他

各
ス
キ
ー
場
で
使
用
条
件
あ
り　

致
道
博
物
館

ワ
ッ
パ
騒
動
展
講
演
会

▼
ワ
ッ
パ
騒
動
と
は
何
か
？　

■■日
12
月
８

日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
図
書
館
本
館

■■師
山
口
励
氏
（
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議

会
副
会
長
）、
升
川
繁
敏
氏
（
ワ
ッ
パ
騒

動
義
民
顕
彰
会
事
務
局
長
）

▼
松
平
親
懐
と
菅
実
秀
か
ら
み
た
ワ
ッ
パ

騒
動　

■■日
22
日
○日
午
後
２
時　

■■場
致
道
博

物
館　

■■師
門
松
秀
樹
氏
（
公
益
大
教
授
）　　

■■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０

０
円　

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

１
皿
１
２
０
円
の
料
理
バ
イ
キ
ン
グ

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
12
月
15
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐

１
４
５
５　

■■他
持
ち
帰
り
販
売
の
み

ト
ー
ク
＆
交
流
会

デ
ィ
ス
カ
バ  

つ
る
お
か

■■日
12
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
先
端

研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■■対
帰
省
者
、

移
住
者
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
方
等
30

人　

■■内
市
内
で
活
動
す
る
ゲ
ス
ト
と
参
加

者
の
交
流　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
本

所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９

１　

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

歳
末
感
謝
祭

■■日
12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
３
時　

■■内
各
日
先
着
１
０
０
人
に

ス
ピ
ー
ド
く
じ
と
粗
品
進
呈
、
先
着
50
人

に
エ
ビ
汁
無
料
提
供
等　

■■場
・

■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

日
帰
り
入
浴
、温
泉
バ
ル
、朝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
等

開
運
湯
治
だ
Ｉ
♥
♨

■■日
12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
11
時
〜
午

後
３
時
（
22
日
は
５
時
ま
で
）　

■■場
湯
田

川
温
泉
街　

■■問
湯
田
川
温
泉
観
光
協
会
☎

35
‐
４
１
１
１

大
宝
館
周
辺
が
幻
想
の
世
界
に

鶴
岡
冬
ま
つ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■■日
12
月
23
日
○月
〜
来
年
２
月
28
日
○金
午
後

４
時
30
分
〜
10
時
（
12
月
31
日
○火
は
翌
日

午
前
７
時
ま
で
）　

■■問
本
所
観
光
物
産
課

☎
35
‐
１
３
０
１

音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
12
月
23
日
○月
午
後
６
時　

■■
出
演　

礒

見
カ
ル
テ
ッ
ト　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、

５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円

■■場
・
■■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６

藤
沢
周
平
記
念
館　
　
　
　
　
　
　

藤
沢
周
平
原
作
ド
ラ
マ
上
映
会

■■日
12
月
〜
２
月
の
各
月
２
日
程
度
（
各
日

２
回
上
映
）　

■■定
各
回
15
人　

■■内
時
代
劇

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。
各担当課や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等
でご確認ください。

15 広報つるおか　2024 . 12 ■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

来
年
２
月
22
日
○土
に
開
催　
　
　
　
　

大
山
新
酒
・
酒
蔵
ま
つ
り
前
売
り
券
販
売
　

▼
酒
蔵
め
ぐ
り　

■■定
先
着
１
、
５
０
０
枚

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
含
む
）　

■■内
４
酒

蔵
を
巡
る　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
大
山
新
酒
を
楽
し
む
会　

■■定
先
着
１
０

０
枚　

■■内
４
酒
蔵
の
新
酒
と
地
元
産
食
材

の
料
理
を
楽
し
む
（
指
定
席
制
）　

■■費
５
、

０
０
０
円　

▼
共
通　

■■
販
売　

12
月
15
日
○日
午
前
９

時
〜
正
午
に
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
販
売
（
16
日
○月
以
降
は
出
羽
商
工
会

本
所
で
販
売
）　

■■問
出
羽
商
工
会
本
所
☎

33
‐
２
１
１
７　

■■他
１
人
４
枚

ま
で
購
入
可
能
。
HP

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■■日
12
月
４
日
○水
・
20
日
○金
、
来
年
１
月
８

日
○水
・
17
日
○金
午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以

上
各
日
10
人　

■■費
３
１
０
円　

■■場
・
■■申
藤

島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　
　
　

▼
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン　

■■日
12
月
７
日

○土
〜
来
年
３
月
２
日
○日　

■■時
月
曜
〜
金
曜

日
…
午
後
１
時
〜
６
時　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
（
元
日
は
休
み
）
…
午

前
10
時
〜
午
後
７
時　

■■費
大
人
…
５
３
０

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
の
『
三
屋
清
左
衛

門
残
日
録  

あ
の
日
の
声
』『
三
屋
清
左
衛

門
残
日
録  

ふ
た
た
び
咲
く
花
』『
橋
も
の

が
た
り  

約
束
』
を
上
映　

■■費
大
人
…
３

２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■■場
・
■■申

同
館
☎
29
‐
１
８
８
０　

■■他
HP

鶴
岡
市
賀
詞
交
換
会

■■日
来
年
１
月
６
日
○月
午
前
11
時　

■■場
グ
ラ

ン
ド
エ
ル
・
サ
ン　

■■定
名
簿
登
載
…
６
０

０
人　

■■費
名
簿
登
載
料
１
、
５
０
０
円

■■申
12
月
６
日
○金
ま
で
本
所
総
務
課
☎
35
‐

１
１
１
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画

課
へ２

０
２
５
米
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
庄
内

■■日
来
年
１
月
９
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場

な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■■内
講
演
「
気

候
変
動
に
強
い
土
づ
く
り
」
伊
藤
豊
彰
氏

（
新
潟
食
科
農
業
大
学
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン　

■■申
12
月
23
日
○月
ま
で
庄
内

総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２
１

０
３
へ

金
峰
少
年
自
然
の
家

き
ん
ぼ
う
冬
フ
ェ
ス
タ

■■日
来
年
１
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　

■■定
90
人　

■■内
餅
つ
き
体
験
、
雪
遊
び

等　

■■申
12
月
24
日
○火
〜
来
年
１
月
６
日
○月

に
HP
で　

■■場
・
■■問
同
館
☎
24
‐

２
４
０
０

円　

高
校
生
等
…
３
２
０
円　

中
学
生
以

下
…
２
１
０
円　

貸
靴
料
…
３
５
０
円

（
団
体
割
引
あ
り
）　

■■他
12
月
７
日
○土
・
８

日
○日
は
滑
走
料
無
料
（
☆
貸
靴
料
有
料
、

団
体
割
引
な
し
）。
第
２
・
第
４
土
曜
日

は
高
校
生
以
下
滑
走
料
無
料
（
☆
同
）

▼
初
心
者
対
象
短
期
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
各

コ
ー
ス
全
３
回
）　

■■日
12
月
コ
ー
ス
…
12

月
14
日
○土
・
15
日
○日
・
22
日
○日　

１
月
コ

ー
ス
…
来
年
１
月
11
日
○土
〜
13
日
○月　

■■時

午
前
10
時（
各
コ
ー
ス
初
日
は
９
時
30
分
）　

■■対
初
心
者
の
小
学
生
各
先
着
20

人　

■■費
３
、
５
０
０
円

▼
ア
イ
ス
リ
ン
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■■日
12
月
24
日
○火
〜
来
年
１
月
５
日
○日
午
後

４
時
〜
８
時
（
12
月
27
日
○金
〜
31
日
○火
、

１
月
５
日
は
７
時
ま
で
）　

■■他
12
月
24
日

〜
26
日
○木
…
竹
あ
か
り
等
設
置　

１
月
２

日
○木
〜
４
日
○土
…
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店

▼
長
靴
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
参
加
チ
ー

ム
募
集　

■■日
来
年
１
月
７
日
〜
２
月
27
日

の
火
曜
・
木
曜
日
夜　

■■対
18
歳
以
上
の
８

人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
男
女
混

合
の
チ
ー
ム　

▼
共
通　

■■問
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
25

‐
８
１
３
１
ま
た
は
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23

‐
５
６
９
４
へ

地
域
医
療
市
民
勉
強
会

鶴
岡
ま
る
っ
と
地
域
医
療

■■日
12
月
９
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
50
人　

■■内「
南
庄
内
の
救
急

医
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望（
仮
）」
坂
本

薫
（
荘
内
病
院
医
師
）、「
知
っ
て
み
よ
う

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

プライム寄席　二人会
来年３月８日○土  午後２時開演　
荘銀タクト鶴岡 大ホール

全席指定4,000円（当日500円増し）
※未就学児入場不可。

チケット販売
【会館先行エントリー】※座席指定不可
●受付期間　12月１日○日午前10時～14日○土午後７時
●受付方法　荘銀タクト鶴岡HPでのみ
　※１人４枚まで購入可能。
　※ 申込み多数の場合は抽せん。結果はメールでお知らせ。
　※ インターネット環境がない方は同館☎24‐5188にお問
い合わせください。

● チケット引換え　12月20日○金～27日○金に同館へ
【一般販売】
●販売開始日時　来年１月13日○月午前10時から先着順
●販売方法　 荘銀タクト鶴岡窓口ほか
◇問合せ　オールドキッズ☎045‐309‐1007
　　　　　（月曜～金曜日午前11時～午後５時）

林
家
た
い
平

桂
宮
治

詳しく
はHP
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床
心
理
士　

■■申
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０　

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
12
月
12
日
○木
、
来
年
１
月
９
日
○木
午
前

10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
認
知
症
に
関

す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相

談
、
介
護
者
交
流　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

双
葉
卓
球
ク
ラ
ブ　
　
　
　

卓
球
場
年
末
年
始
無
料
開
放

■■日
12
月
31
日
○火
午
後
６
時
30
分
〜
来
年
１

月
１
日
○水
午
前
０
時
30
分
、
１
日
〜
３
日

○金
午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

■■持
ラ
ケ
ッ
ト
、

ボ
ー
ル
、
シ
ュ
ー
ズ　

■■場
・
■■問
同
ク
ラ
ブ

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

冬
季
間
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
団
員
募
集

■■日
12
月
〜
来
年
３
月
の
週
２
回
〜
３
回

■■場
市
内
体
育
館　

■■対
小
学
生　

■■費
１
万
２
、

０
０
０
円
（
別
途
保
険
料
等
あ
り
）　　　

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

■■日
来
年
１
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■場

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■■対
小
学
生

以
上
先
着
15
人　

■■内
皮
か
ら
作
る
本
場
の

餃
子
作
り　

■■費
１
、
５
０
０
円
（
親
子
で

参
加
の
場
合
１
組
２
、
０
０
０
円
）　

■■持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

■■申
12
月
20
日
○金
ま

で
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集

■■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日　

■■時
・
■■対

午
後
６
時
30
分
…
小
学
校
低
学
年
、
初
心

者　

７
時
30
分
…
小
学
校
高
学
年
、
上
級

者　

■■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■■費
８
、

０
０
０
円　

　

冬
も
カ
モ
ス
イ 

こ
ど
も
料
金

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■■日
12
月
１
日
○日
〜
来
年
２
月
28
日
○金　

■■対

小
・
中
学
生　

■■場
・
■■問
加
茂
水
族
館
☎
33

‐
３
０
３
６　

■■他
年
間
パ
ス
ポ

ー
ト
作
成
は
有
料
。
HP

ク
リ
ス
マ
ス
え
ほ
ん
ま
つ
り

■■日
12
月
３
日
○火
〜
25
日
○水
（
９
日
○月
・
16

日
○月
・
23
日
○月
を
除
く
）　

■■内
絵
本
展
示
、

冬
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
は
な
し
会　

■■場
・

■■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■■日
12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、
来

年
１
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
２

月
５
日
の
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

■■場

に
こ
♥

ふ
る　

■■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の

母
親　

■■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と

の
外
出
に
必
要
な
も
の　

■■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

暘
光
児
童
館

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

■■日
12
月
12
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
触
れ
合
い
遊
び
な
ど　

■■場
・
■■申
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
子
育
て
講
座

「
親
子
ふ
れ
あ
い
ヨ
ガ
」

■■日
12
月
13
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
生
後

８
か
月
〜
２
歳
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
15

組　

■■師
上
野
和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■場
・
■■申
12
月
２

日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

西
部
児
童
館 

小
学
生
行
事

手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
９
時
30
分
・
10
時
30

分　

■■対
小
学
生
各
回
先
着
10
人　

■■師
牧
の

ぞ
み
氏
（
の
ん
の
ん
め
い
ど
）　

■■費
１
個

５
０
０
円
（
１
人
２
個
ま
で
作
成
可
能
）　

■■場
・
■■問
12
月
７
日
○土
ま
で
同
館

☎
29
‐
０
０
３
１
へ

伝
承
遊
び
〜
昭
和
の
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
〜

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
10
時　

■■対
幼
児
と
そ

の
保
護
者
、
小
学
生
先
着
30
人　

■■内
竹
と

ん
ぼ
・
ゴ
ム
鉄
砲
作
り
、
お
手
玉
遊
び
等　

■■場
・
■■申
12
月
１
日
○日
か
ら
中
央
児
童
館
☎

子
育
て
・
子
供
向
け

日
本
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
岡
部
康
之
（
荘

内
病
院
医
師
）　

■■申
12
月
５
日
○木
ま
で
㈱

瀬
尾
医
療
連
携
事
務
所
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原
（
☎
25

‐
８
１
３
１
）　

■■日
12
月
９
日
○月
、
来
年

１
月
20
日
○月
午
後
７
時
、
12
月
21
日
○土
午

前
10
時
30
分　

■■定
各
日
40
人

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■■日
12
月
、
来
年
１
月
の
各
月
４
回
〜
５
回

午
後
２
時
・
７
時　

■■定
各
日
15
人　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■■日
12
月
12
日
○木
、
来
年
１
月
９
日
○木
午
後

７
時　

■■定
各
日
10
人

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■■日
12
月
17
日
○火
、
来
年
１
月

21
日
○火
午
後
２
時
30
分　

■■定
各
日
10
人

▼
共
通　

■■対
中
学
生
以
上　

■■費
３
１
０
円　

■■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

荘
内
病
院
の
催
し

▼
荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ
「
に
こ
っ
と
」　

■■日

12
月
11
日
○水
・
25
日
○水
午
後
２
時　

■■場
同

院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内
が
ん

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■■申
同
院
地

域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

▼「
ほ
っ
と
広
場
」　

■■日
12
月
21
日
○土
午
後

１
時
30
分　

■■場
同
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ

の
家
族
先
着
15
人　

■■内
臨
床
美
術
の
体
験

講
座
「
さ
つ
ま
い
も
の
量
感
画
」
同
院
臨
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24
‐
４
６
０
８
へ

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る 

▼
小
学
生
集
ま
れ
！
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り　

■■日
12
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分

■■対
小
学
生
先
着
12
人　

■■費
２
０
０
円　

■■申

12
月
１
日
○日
か
ら

▼
リ
ン
リ
ン
お
は
な
し
会　

■■日
12
月
18
日

○水
午
前
11
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　
　

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
フ
ォ
ト
ア
ー

ト
〝
ク
リ
ス
マ
ス
〞　

■■日
12
月
20
日
○金
午

前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着

12
組　

■■内
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

写
真
撮
影
、
身
体
測
定　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル

等　

■■申
12
月
４
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０　

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

こ
ど
も
映
画
会

■■日
12
月
14
日
○土
午
後
２
時
15
分　

■■定
30
人　

■■内
手
塚
治
虫
ア
ニ
メ
『
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝

レ
オ
』
ほ
か
１
本　

■■場
・
■■申
中
央
公
民
館

☎
25
‐
１
０
５
０

キ
ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
シ
ェ
フ
が
講
師

小
学
生
料
理
教
室

■■日
12
月
15
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分　

■■定
各
回
５
人　

■■費
１
、
０
０
０
円

■■申
12
月
12
日
○木
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で

■■場
・
■■問
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
花
蓮
☎

０
９
０
‐
１
０
３
４
‐
６
８
１

５

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■■日
①
12
月
17
日
○火　

②
来
年
１
月
24
日
○金　

■■時
午
前
10
時　

■■対

未
就
園
児
（
①
令
和
５
年
12
月
〜
６
年
５

月
生
ま
れ　

②
６
年
１
月
〜
６
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
各
日
30
組　

■■内
①
親

子
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
■■師
佐
藤
美
由
紀
氏
）

②
親
子
触
れ
合
い
遊
び

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
来
年
１
月

10
日
○金
午
前
10
時　

■■対
未
就
園
児
（
令
和

６
年
７
月
〜
９
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護

者
30
組　

■■内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■■師
上

野
和
佳
氏
）

▼
共
通　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■■申
や
ま
が
た
ｅ
申
請
で　

■■問
同
セ
ン

タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

山
形
交
響
楽
団
の
団
員
が
指
導
し
ま
す

小
学
生
対
象
の
楽
器
講
習
会

■■日
12
月
26
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
櫛
引

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■■対
市
内
在
住
の
小

学
生　

■■内
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

の
指
導　

■■持
楽
器
、
譜
面
台　

■■申
12
月
12

日
○木
ま
で
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
７
へ

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

キ
ッ
ズ
メ
ニ
ュ
ー

親
子
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

■■日
来
年
１
月
11
日
○土
午
後
１
時　

■■場
Ｊ
Ａ

鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ　

■■対
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
15
組　

■■師
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
協
会　

■■費
１
人
５
０
０
円　

■■申
同
ク

ラ
ブ
☎
26
‐
０
１
４
７

妊
産
婦
や
育
児
中
の
方
が
対
象
の
サ
ロ
ン

ご
っ
と
さ
ん
の
日

■■日
来
年
１
月
21
日
○火
午
前
10
時　

■■師
後
藤

敬
子
氏
（
ご
っ
と
助
産
院
）　

■■場
・
■■申
常

念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

る
ん
び
に
ー
園
☎
24
‐
９
０
５
５
　
■■他
HP

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
12
月
の
土
曜
・

日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
薪
ス
ト
ー
ブ
で
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
体
験　

■■日
12
月
８
日
○日
午
前
10
時　

▽
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
づ
く
り　

■■日
12
月

８
日
○日
・
14
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■費
寄

附
制
（
１
個
１
０
０
円
以
上
）

▽
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
づ
く
り
と
絵
本
の
読

み
聞
か
せ　

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
10
時

▽
木
の
実
と
枝
で
ト
ナ
カ
イ
と
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
を
作
ろ
う　

■■日
12
月
14
日
○土
午
前

10
時
30
分　

■■費
寄
附
制
（
１
個
２
０
０
円

以
上
）

▽
渡
り
鳥
に
な
っ
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
め
い
ろ　

■■日
12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

▽
薪
ス
ト
ー
ブ
で
あ
ぶ
り
出
し
体
験　

■■日

12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
10
時

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
12
月
５
日
○木
・
12
日
○木
・
19
日
○木

・
26
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
編
み
物
サ
ー
ク
ル　

■■日
12
月
10
日
・
17

日
・
24
日
、来
年
１
月
７
日
・
14
日
・
21
日

・
28
日
の
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■■日
12
月
12
日
・
19
日
、

来
年
１
月
９
日
・
16
日
・
30
日
の
木
曜
日
、

12
月
13
日
・
20
日
、
来
年
１
月
10
日
・
17

日
・
31
日
の
金
曜
日
午
前
10
時

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
七
色
に
光
る
ホ
ワ
イ
ト
ツ
リ
ー
作
り

■■日
12
月
７
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着

10
人　

■■内
グ
ル
ー
ガ
ン
を
使
っ
た
ツ
リ
ー

作
り　

■■費
５
０
０
円

▼
暮
ら
し
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
座

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■内
生
活
で
よ
く
使
う
ロ
ー
プ
や
ひ

も
の
結
び
方
講
座　

■■持
２
ｍ
の
ロ
ー
プ

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
新
そ
ば
を
楽
し
も
う　

■■日
12
月
14
日
○土

午
前
10
時　

■■定
20
人　

■■費
高
校
生
以
上
…

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

施
設
の
催
し 
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床
心
理
士　

■■申
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０　

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
12
月
12
日
○木
、
来
年
１
月
９
日
○木
午
前

10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
認
知
症
に
関

す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相

談
、
介
護
者
交
流　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

双
葉
卓
球
ク
ラ
ブ　
　
　
　

卓
球
場
年
末
年
始
無
料
開
放

■■日
12
月
31
日
○火
午
後
６
時
30
分
〜
来
年
１

月
１
日
○水
午
前
０
時
30
分
、
１
日
〜
３
日

○金
午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

■■持
ラ
ケ
ッ
ト
、

ボ
ー
ル
、
シ
ュ
ー
ズ　

■■場
・
■■問
同
ク
ラ
ブ

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

冬
季
間
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
団
員
募
集

■■日
12
月
〜
来
年
３
月
の
週
２
回
〜
３
回

■■場
市
内
体
育
館　

■■対
小
学
生　

■■費
１
万
２
、

０
０
０
円
（
別
途
保
険
料
等
あ
り
）　　　

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

■■日
来
年
１
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■場

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■■対
小
学
生

以
上
先
着
15
人　

■■内
皮
か
ら
作
る
本
場
の

餃
子
作
り　

■■費
１
、
５
０
０
円
（
親
子
で

参
加
の
場
合
１
組
２
、
０
０
０
円
）　

■■持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

■■申
12
月
20
日
○金
ま

で
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集

■■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日　

■■時
・
■■対

午
後
６
時
30
分
…
小
学
校
低
学
年
、
初
心

者　

７
時
30
分
…
小
学
校
高
学
年
、
上
級

者　

■■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■■費
８
、

０
０
０
円　

　

冬
も
カ
モ
ス
イ 

こ
ど
も
料
金

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■■日
12
月
１
日
○日
〜
来
年
２
月
28
日
○金　

■■対

小
・
中
学
生　

■■場
・
■■問
加
茂
水
族
館
☎
33

‐
３
０
３
６　

■■他
年
間
パ
ス
ポ

ー
ト
作
成
は
有
料
。
HP

ク
リ
ス
マ
ス
え
ほ
ん
ま
つ
り

■■日
12
月
３
日
○火
〜
25
日
○水
（
９
日
○月
・
16

日
○月
・
23
日
○月
を
除
く
）　

■■内
絵
本
展
示
、

冬
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
は
な
し
会　

■■場
・

■■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■■日
12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、
来

年
１
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
２

月
５
日
の
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

■■場

に
こ
♥

ふ
る　

■■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の

母
親　

■■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と

の
外
出
に
必
要
な
も
の　

■■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

暘
光
児
童
館

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

■■日
12
月
12
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
触
れ
合
い
遊
び
な
ど　

■■場
・
■■申
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
子
育
て
講
座

「
親
子
ふ
れ
あ
い
ヨ
ガ
」

■■日
12
月
13
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
生
後

８
か
月
〜
２
歳
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
15

組　

■■師
上
野
和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■場
・
■■申
12
月
２

日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

西
部
児
童
館 

小
学
生
行
事

手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
９
時
30
分
・
10
時
30

分　

■■対
小
学
生
各
回
先
着
10
人　

■■師
牧
の

ぞ
み
氏
（
の
ん
の
ん
め
い
ど
）　

■■費
１
個

５
０
０
円
（
１
人
２
個
ま
で
作
成
可
能
）　

■■場
・
■■問
12
月
７
日
○土
ま
で
同
館

☎
29
‐
０
０
３
１
へ

伝
承
遊
び
〜
昭
和
の
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
〜

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
10
時　

■■対
幼
児
と
そ

の
保
護
者
、
小
学
生
先
着
30
人　

■■内
竹
と

ん
ぼ
・
ゴ
ム
鉄
砲
作
り
、
お
手
玉
遊
び
等　

■■場
・
■■申
12
月
１
日
○日
か
ら
中
央
児
童
館
☎

子
育
て
・
子
供
向
け

日
本
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
岡
部
康
之
（
荘

内
病
院
医
師
）　

■■申
12
月
５
日
○木
ま
で
㈱

瀬
尾
医
療
連
携
事
務
所
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原
（
☎
25

‐
８
１
３
１
）　

■■日
12
月
９
日
○月
、
来
年

１
月
20
日
○月
午
後
７
時
、
12
月
21
日
○土
午

前
10
時
30
分　

■■定
各
日
40
人

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■■日
12
月
、
来
年
１
月
の
各
月
４
回
〜
５
回

午
後
２
時
・
７
時　

■■定
各
日
15
人　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■■日
12
月
12
日
○木
、
来
年
１
月
９
日
○木
午
後

７
時　

■■定
各
日
10
人

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■■日
12
月
17
日
○火
、
来
年
１
月

21
日
○火
午
後
２
時
30
分　

■■定
各
日
10
人

▼
共
通　

■■対
中
学
生
以
上　

■■費
３
１
０
円　

■■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

荘
内
病
院
の
催
し

▼
荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ
「
に
こ
っ
と
」　

■■日

12
月
11
日
○水
・
25
日
○水
午
後
２
時　

■■場
同

院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内
が
ん

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■■申
同
院
地

域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

▼「
ほ
っ
と
広
場
」　

■■日
12
月
21
日
○土
午
後

１
時
30
分　

■■場
同
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ

の
家
族
先
着
15
人　

■■内
臨
床
美
術
の
体
験

講
座
「
さ
つ
ま
い
も
の
量
感
画
」
同
院
臨
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24
‐
４
６
０
８
へ

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る 

▼
小
学
生
集
ま
れ
！
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り　

■■日
12
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分

■■対
小
学
生
先
着
12
人　

■■費
２
０
０
円　

■■申

12
月
１
日
○日
か
ら

▼
リ
ン
リ
ン
お
は
な
し
会　

■■日
12
月
18
日

○水
午
前
11
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　
　

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
フ
ォ
ト
ア
ー

ト
〝
ク
リ
ス
マ
ス
〞　

■■日
12
月
20
日
○金
午

前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着

12
組　

■■内
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

写
真
撮
影
、
身
体
測
定　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル

等　

■■申
12
月
４
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０　

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

こ
ど
も
映
画
会

■■日
12
月
14
日
○土
午
後
２
時
15
分　

■■定
30
人　

■■内
手
塚
治
虫
ア
ニ
メ
『
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝

レ
オ
』
ほ
か
１
本　

■■場
・
■■申
中
央
公
民
館

☎
25
‐
１
０
５
０

キ
ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
シ
ェ
フ
が
講
師

小
学
生
料
理
教
室

■■日
12
月
15
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分　

■■定
各
回
５
人　

■■費
１
、
０
０
０
円

■■申
12
月
12
日
○木
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で

■■場
・
■■問
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
花
蓮
☎

０
９
０
‐
１
０
３
４
‐
６
８
１

５

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■■日
①
12
月
17
日
○火　

②
来
年
１
月
24
日
○金　

■■時
午
前
10
時　

■■対

未
就
園
児
（
①
令
和
５
年
12
月
〜
６
年
５

月
生
ま
れ　

②
６
年
１
月
〜
６
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
各
日
30
組　

■■内
①
親

子
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
■■師
佐
藤
美
由
紀
氏
）

②
親
子
触
れ
合
い
遊
び

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
来
年
１
月

10
日
○金
午
前
10
時　

■■対
未
就
園
児
（
令
和

６
年
７
月
〜
９
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護

者
30
組　

■■内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■■師
上

野
和
佳
氏
）

▼
共
通　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■■申
や
ま
が
た
ｅ
申
請
で　

■■問
同
セ
ン

タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

山
形
交
響
楽
団
の
団
員
が
指
導
し
ま
す

小
学
生
対
象
の
楽
器
講
習
会

■■日
12
月
26
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
櫛
引

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■■対
市
内
在
住
の
小

学
生　

■■内
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

の
指
導　

■■持
楽
器
、
譜
面
台　

■■申
12
月
12

日
○木
ま
で
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
７
へ

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

キ
ッ
ズ
メ
ニ
ュ
ー

親
子
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

■■日
来
年
１
月
11
日
○土
午
後
１
時　

■■場
Ｊ
Ａ

鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ　

■■対
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
15
組　

■■師
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
協
会　

■■費
１
人
５
０
０
円　

■■申
同
ク

ラ
ブ
☎
26
‐
０
１
４
７

妊
産
婦
や
育
児
中
の
方
が
対
象
の
サ
ロ
ン

ご
っ
と
さ
ん
の
日

■■日
来
年
１
月
21
日
○火
午
前
10
時　

■■師
後
藤

敬
子
氏
（
ご
っ
と
助
産
院
）　

■■場
・
■■申
常

念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

る
ん
び
に
ー
園
☎
24
‐
９
０
５
５
　
■■他
HP

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
12
月
の
土
曜
・

日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
薪
ス
ト
ー
ブ
で
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
体
験　

■■日
12
月
８
日
○日
午
前
10
時　

▽
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
づ
く
り　

■■日
12
月

８
日
○日
・
14
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■費
寄

附
制
（
１
個
１
０
０
円
以
上
）

▽
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
づ
く
り
と
絵
本
の
読

み
聞
か
せ　

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
10
時

▽
木
の
実
と
枝
で
ト
ナ
カ
イ
と
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
を
作
ろ
う　

■■日
12
月
14
日
○土
午
前

10
時
30
分　

■■費
寄
附
制
（
１
個
２
０
０
円

以
上
）

▽
渡
り
鳥
に
な
っ
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
め
い
ろ　

■■日
12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

▽
薪
ス
ト
ー
ブ
で
あ
ぶ
り
出
し
体
験　

■■日

12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
午
前
10
時

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
12
月
５
日
○木
・
12
日
○木
・
19
日
○木

・
26
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
編
み
物
サ
ー
ク
ル　

■■日
12
月
10
日
・
17

日
・
24
日
、来
年
１
月
７
日
・
14
日
・
21
日

・
28
日
の
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■■日
12
月
12
日
・
19
日
、

来
年
１
月
９
日
・
16
日
・
30
日
の
木
曜
日
、

12
月
13
日
・
20
日
、
来
年
１
月
10
日
・
17

日
・
31
日
の
金
曜
日
午
前
10
時

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
七
色
に
光
る
ホ
ワ
イ
ト
ツ
リ
ー
作
り

■■日
12
月
７
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着

10
人　

■■内
グ
ル
ー
ガ
ン
を
使
っ
た
ツ
リ
ー

作
り　

■■費
５
０
０
円

▼
暮
ら
し
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
座

■■日
12
月
14
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■内
生
活
で
よ
く
使
う
ロ
ー
プ
や
ひ

も
の
結
び
方
講
座　

■■持
２
ｍ
の
ロ
ー
プ

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
新
そ
ば
を
楽
し
も
う　

■■日
12
月
14
日
○土

午
前
10
時　

■■定
20
人　

■■費
高
校
生
以
上
…

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

施
設
の
催
し 
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後
３
時
30
分

▽
韓
国
語　

■■日
・
■■費
▽
入
門
…
来
年
１
月

８
日
〜
３
月
12
日
の
水
曜
日
午
後
７
時

（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０
円　

▽
初

級
…
１
月
10
日
〜
３
月
14
日
の
金
曜
日
午

後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０

円　

▽
中
級
…
１
月
７
日
〜
３
月
25
日
の

火
曜
日
午
後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、

０
０
０
円　

▽
韓
国
と
の
出
会
い
（
☆
）

…
土
曜
日
午
後
１
時

▽
英
語　

■■日
・
■■費
▽
初
心
者
英
会
話
…
来

年
１
月
９
日
〜
３
月
13
日
の
木
曜
日
午
後

７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０
円

▽
か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）
…

火
曜
日
午
後
７
時
、
日
曜
日
午
後
２
時

▽
フ
ラ
ン
ス
語　

■■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）

…
火
曜
日
午
後
７
時

▽
ス
ペ
イ
ン
語　

■■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス

パ
ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
３
時

▽
共
通　

■■他（
☆
）
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型

講
座
・
チ
ケ
ッ
ト
制（
５
回
券
２
、５
０
０

円
、10
回
券
４
、５
０
０
円
）。
入
門
コ
ー

ス
・
☆
を
除
き
各
講
座
３
人
以
上
で
開
講

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
高
校
生
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
展
18　

■■日

12
月
14
日
○土
〜
22
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
22
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■■
出

展
・
出
演　

庄
内
地
区
に
あ
る
高
校
の
文

化
部　

■■内
▽
展
示
部
門
…
華
道
、
科
学
、

合
唱
、
書
道
、
新
聞
、
文
芸
、
写
真
、
美

術
・
工
芸
、
羽
黒
高
校
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
サ

イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

▽
発
表
部
門
…
吹

奏
楽
（
８
日
○日
午
後
１
時
30
分
）、
合
唱

（
14
日
○土
午
後
１
時
30
分
）、
演
劇
（
15
日

○日
午
前
10
時
30
分
）、
茶
道
（
21
日
○土
午

前
10
時
、
午
後
１
時
）、
郷
土
芸
能
（
22

日
○日
午
後
２
時
）

▼
み
だ
れ
編
み
で
つ
く
る
あ
け
び
の
か
ご　

■■日
12
月
20
日
○金
午
後
１
時　

■■対
高
校
生
以

上
先
着
12
人　

■■師
齋
藤
か
お
る
氏
（
ア
ト

リ
エ
か
お
る
主
宰
）　

■■費
４
、
０
０
０
円

■■申
12
月
４
日
○水
〜
13
日
○金

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

公
益
大
大
学
院 

情
報
科
学
連
続
講
座

Ａ
Ｉ
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
実
践

■■日
12
月
18
日
○水
午
後
２
時
30
分　

■■内

「C
h
atG

P
T

は
じ
め
の
一
歩
」
植
田

和
憲
氏
（
同
大
准
教
授
）、「
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
で
高
め
る
地
域
の
力
」
広
瀬
雄
二
氏

（
同
大
教
授
）　

■■場
・
■■申
同
大
大
学
院
☎

29
‐
０
５
５
５　

■■他
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
可
。
HP

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

12
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■■日
12
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
チ
ョ
コ
シ
フ
ォ
ン
ケ

ー
キ
」　

■■日
12
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
た
ち
ば
な
や
調
理
師
の
料
理
教
室
「
根

野
菜
の
あ
っ
た
か
料
理
」　

■■日
12
月
21
日

○土
午
前
10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
３
、
０

０
０
円

▼
お
正
月
に　

は
り
は
り
大
根
作
り　

■■日

12
月
28
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先
着
12
人

■■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

中
央
公
民
館 

女
性
セ
ン
タ
ー

の
講
座

▼
銅
と
ガ
ラ
ス
で
つ
く
る　

月
＆
星
の
ガ

ー
ラ
ン
ド
（
全
２
回
）　

■■日
来
年
１
月
10

日
○金
・
17
日
○金
午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以

上
先
着
10
人　

■■師
山
形
太
一
氏
（
お
り
が

ね
工
房
）　

■■費
３
、
１
０
０
円

▼
未
来
へ
繋
げ
る
鶴
岡
の
味
〜
羽
黒
地
域

（
※
）　

■■日
来
年
１
月
22
日
○水
午
前
10
時　

■■定
先
着
15
人　

■■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
羽
黒
地
域　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
12
月
４
日
○水
〜
20
日
○金

に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ
。

（
※
）
の
受
講
希
望
者
で
過
去
に
同
セ
ン

タ
ー
の
料
理
講
座
を
受
け
た
方

は
９
日
○月
か
ら
受
け
付
け

心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

普
通
救
命
講
習

■■日
来
年
１
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分
（
応

急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
事
前
受
講
者
は
午
後

２
時
30
分
）　

■■場
消
防
本
部　

■■定
・
■■内
普

通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救
命
講
習
Ⅲ
…
小
児

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

講
座
・
講
習
会 

１
、０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

未
就
学
児
…
無
料　

■■申
12
月
10
日
○火
ま
で

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
上
映
会
（
第
九

番
）　

■■日
12
月
21
日
○土
午
前
10
時　

■■定
30

人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
お
正
月
餅
を
作
ろ
う　

■■日
12
月
28
日
○土

午
前
10
時　

■■定
15
人　

■■費
高
校
生
以
上
…

１
、５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
８
０
０
円　

未
就
学
児
…
無
料　

■■申
12
月
20
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
62
‐
４
３
２
１　

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン
「
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
〜
遊
牧
文
化
と
地
理
〜
」　

■■日
12
月

21
日
○土
午
後
５
時　

■■師
ナ
ク
ポ
バ
・
ア
マ

ル
氏
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
出
身
）　

■■他
１
ド

リ
ン
ク
制

▼
せ
か
い
の
台
所 

ペ
ル
ー
料
理 

〜
レ
オ

さ
ん
の
台
所
〜　

■■日
12
月
22
日
○日
午
前
10

時　

■■定
10
人　

■■師
レ
オ
ナ
ル
ド
・
シ
ル
ベ

ス
ト
レ
氏
（
ペ
ル
ー
出
身
）　

■■費
１
、
５

０
０
円　

■■申
12
月
７
日
○土
か
ら

▼
外
国
語
講
座
（
第
３
期
）

▽
中
国
語　

■■日
・
■■費
▽
入
門
…
来
年
１
月

８
日
〜
３
月
５
日
の
水
曜
日
午
後
７
時

（
全
９
回
）・
１
万
２
、
６
０
０
円
　
▽
初

級
…
１
月
９
日
〜
３
月
13
日
の
木
曜
日
午

後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０

円　

▽
中
級
…
１
月
11
日
〜
３
月
８
日

の
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
（
全
９
回
）・

１
万
２
、
６
０
０
円　

▽
朋
友

好
！

（
☆
）
…
木
曜
日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
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に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
・
20
人　

■■申
12
月

18
日
○水
〜
来
年
１
月
11
日
○土　

■■問
消
防
署

警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１　

■■他
希
望
者
に

テ
キ
ス
ト
あ
り
（
■■費
２
０
０

円
）。
市
HP

テ
ー
マ
は
自
由
で
す　
　
　
　
　
　
　

「
上
野
甚
作
賞
」短
歌
作
品
募
集

■■
応
募
資
格　

▽
一
般
の
部
…
庄
内
地
域

に
在
住
の
方　

▽
小
・
中
学
生
、
高
校
生

の
部
…
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
し
て
い

る
方　

■■
応
募
要
領　

作
品
（
１
人
１
首

で
未
発
表
の
も
の
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
所
定
の
用
紙
に
楷
書
で
記
入

■■
賞　

秀
作
・
佳
作
・
奨
励
賞
を
各
数
首　

■■申
来
年
１
月
７
日
○火
ま
で
図
書
館
本
館
☎

25
‐
２
５
２
５
へ

「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・

相
談
会

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■■日
12
月
５
日
○木

・
19
日
○木
、
来
年
１
月
16
日
○木
午
後
１
時

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■■日
12
月
12
日
○木

・
29
日
○日
、
来
年
１
月
９
日
○木
・
26
日
○日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■■日
12
月
17
日
○火
、

来
年
１
月
７
日
○火
・
21
日
○火
午
後
６
時
30

分　

■■費
大
人
…
３
０
０
円　

大
学
生
以
下

…
２
０
０
円

▼
共
通　

■■場
楽
家　

■■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い　
　
　
　

結
婚
相
談
会

■■日
12
月
15
日
○日
午
後
1
時
〜
４
時
45
分

■■対
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
そ
の
親
５

組　

■■場
・
■■申
12
月
11
日
○水
ま
で
や
ま
が
た

ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内
支
所

☎
64
‐
８
８
９
５
へ　

■■他
HP

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決

住
宅
相
談
会

■■日
①
12
月
25
日
○水　

②
来
年
１
月
22
日
○水　

■■時
午
前
10
時
〜
11
時　

■■場
①
市
役
所
本
所

４
階
ロ
ビ
ー　

②
別
棟
第
１
会
議
室　

■■内

新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
等　

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４

２
８弁

護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■■日
12
月
28
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■■場
・
■■申
12
月
27

日
○金
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22

‐
３
１
４
７
へ

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
認
定
10
周
年
記
念

年
越
し
そ
ば
は
鶴
岡
産
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　

鶴
岡
産
の
年
越
し
そ
ば
で
新
年
を
迎
え

ま
せ
ん
か
。

■■日
市
内
そ
ば
店
の
部
…
12
月
26
日
○木
〜
31

日
○火　

量
販
店
の
部
…
29
日
○日
〜
31
日
○火　

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９

５　

■■他
HP

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■■
実
施
地
区　

宝
町
４
番
・
13
番
〜
17
番　

■■
調
査
期
間　

準
備
調
査
…
12
月　

本
調

査
…
来
年
２
月
か
ら
１
年
間　

■■問
山
形
県

統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１

８
７冬

期
間
の
安
全
確
保
と
効
率
的
な
除
雪
作
業
の
た
め

踏
切
道
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

■■
通
行
止
め
踏
切
名
・
期
間　

鶴
岡
地
域

…
佐
渡
川
、
沢
田
、
観
音
、
古
新
田
（
12

月
３
日
○火
〜
来
年
３
月
４
日
○火
）　

藤
島

地
域
…
幕
ノ
内
、
第
一
渡
前
（
12
月
４
日

○水
〜
来
年
３
月
５
日
○水
）　

■■問    

Ｊ
Ｒ
東
日

本
・
酒
田
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

４
‐
22
‐
０
０
８
９

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

義
援
金
に
ご
協
力
を

■■日
12
月
１
日
○日
〜
25
日
○水　

■■
受
付
窓
口　

市
役
所
本
所
ロ
ビ
ー
、
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課　

■■
取
次
機
関　

郵
便
局
、
取
扱

表
示
の
あ
る
各
金
融
機
関
、
農
協
、
漁
協　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す（
抽
せ
ん
）

■■日
来
年
２
月
２
日
○日
午
後
３
時　

■■場
や
ま

ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内

在
住
の
方
４
人
（
１
人
１
枚
）　

■■申
12
月

９
日
○月
ま
で
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６

７
へ　

■■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

市
役
所
周
辺
の
社
会
教
育
関
連
施
設

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

■■日
12
月
29
日
○日
〜
来
年
１
月
３
日
○金　

■■対

藤
沢
周
平
記
念
館
、
旧
致
道
館
、
大
宝
館
、

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■■問
各
館
ま
た
は
社
会
教
育
課
☎
57

‐
４
８
６
７
へ

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
者
の
決
算
説
明
動
画
を
掲
載

　

決
算
の
方
法
や
注
意
点
等
を
説
明
す
る

動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
国
税
庁
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■■問
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
‐
00
‐
５
９
０
１

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期

限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
全
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
未
加
入
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
。
四
輪
車
の
ほ
か
、
２

５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
も
、
有
効
期
限
切

れ
、
掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■■問
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３

‐
６
８
６
‐
４
７
１
１　

■■他
HP

一
部
の
郵
便
局
で
昼
時
間
帯
の

窓
口
を
休
止
し
て
い
ま
す

■■
休
止
時
間　

藤
島
郵
便
局
…
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

朝
日
郵
便
局
・

山
添
郵
便
局
…
０
時
30
分
〜
１
時
30
分

■■問
鶴
岡
本
町
二
郵
便
局
☎
22
‐
４
２
６
２

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

募
集
・
相
談
・
そ
の
他
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後
３
時
30
分

▽
韓
国
語　

■■日
・
■■費
▽
入
門
…
来
年
１
月

８
日
〜
３
月
12
日
の
水
曜
日
午
後
７
時

（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０
円　

▽
初

級
…
１
月
10
日
〜
３
月
14
日
の
金
曜
日
午

後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０

円　

▽
中
級
…
１
月
７
日
〜
３
月
25
日
の

火
曜
日
午
後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、

０
０
０
円　

▽
韓
国
と
の
出
会
い
（
☆
）

…
土
曜
日
午
後
１
時

▽
英
語　

■■日
・
■■費
▽
初
心
者
英
会
話
…
来

年
１
月
９
日
〜
３
月
13
日
の
木
曜
日
午
後

７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０
円

▽
か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）
…

火
曜
日
午
後
７
時
、
日
曜
日
午
後
２
時

▽
フ
ラ
ン
ス
語　

■■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）

…
火
曜
日
午
後
７
時

▽
ス
ペ
イ
ン
語　

■■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス

パ
ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
３
時

▽
共
通　

■■他（
☆
）
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型

講
座
・
チ
ケ
ッ
ト
制（
５
回
券
２
、５
０
０

円
、10
回
券
４
、５
０
０
円
）。
入
門
コ
ー

ス
・
☆
を
除
き
各
講
座
３
人
以
上
で
開
講

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
高
校
生
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
展
18　

■■日

12
月
14
日
○土
〜
22
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
22
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■■
出

展
・
出
演　

庄
内
地
区
に
あ
る
高
校
の
文

化
部　

■■内
▽
展
示
部
門
…
華
道
、
科
学
、

合
唱
、
書
道
、
新
聞
、
文
芸
、
写
真
、
美

術
・
工
芸
、
羽
黒
高
校
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
サ

イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

▽
発
表
部
門
…
吹

奏
楽
（
８
日
○日
午
後
１
時
30
分
）、
合
唱

（
14
日
○土
午
後
１
時
30
分
）、
演
劇
（
15
日

○日
午
前
10
時
30
分
）、
茶
道
（
21
日
○土
午

前
10
時
、
午
後
１
時
）、
郷
土
芸
能
（
22

日
○日
午
後
２
時
）

▼
み
だ
れ
編
み
で
つ
く
る
あ
け
び
の
か
ご　

■■日
12
月
20
日
○金
午
後
１
時　

■■対
高
校
生
以

上
先
着
12
人　

■■師
齋
藤
か
お
る
氏
（
ア
ト

リ
エ
か
お
る
主
宰
）　

■■費
４
、
０
０
０
円

■■申
12
月
４
日
○水
〜
13
日
○金

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

公
益
大
大
学
院 

情
報
科
学
連
続
講
座

Ａ
Ｉ
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
実
践

■■日
12
月
18
日
○水
午
後
２
時
30
分　

■■内

「C
h
atG

P
T

は
じ
め
の
一
歩
」
植
田

和
憲
氏
（
同
大
准
教
授
）、「
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
で
高
め
る
地
域
の
力
」
広
瀬
雄
二
氏

（
同
大
教
授
）　

■■場
・
■■申
同
大
大
学
院
☎

29
‐
０
５
５
５　

■■他
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
可
。
HP

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

12
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■■日
12
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
チ
ョ
コ
シ
フ
ォ
ン
ケ

ー
キ
」　

■■日
12
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
た
ち
ば
な
や
調
理
師
の
料
理
教
室
「
根

野
菜
の
あ
っ
た
か
料
理
」　

■■日
12
月
21
日

○土
午
前
10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
３
、
０

０
０
円

▼
お
正
月
に　

は
り
は
り
大
根
作
り　

■■日

12
月
28
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先
着
12
人

■■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

中
央
公
民
館 

女
性
セ
ン
タ
ー

の
講
座

▼
銅
と
ガ
ラ
ス
で
つ
く
る　

月
＆
星
の
ガ

ー
ラ
ン
ド
（
全
２
回
）　

■■日
来
年
１
月
10

日
○金
・
17
日
○金
午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以

上
先
着
10
人　

■■師
山
形
太
一
氏
（
お
り
が

ね
工
房
）　

■■費
３
、
１
０
０
円

▼
未
来
へ
繋
げ
る
鶴
岡
の
味
〜
羽
黒
地
域

（
※
）　

■■日
来
年
１
月
22
日
○水
午
前
10
時　

■■定
先
着
15
人　

■■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
羽
黒
地
域　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
12
月
４
日
○水
〜
20
日
○金

に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ
。

（
※
）
の
受
講
希
望
者
で
過
去
に
同
セ
ン

タ
ー
の
料
理
講
座
を
受
け
た
方

は
９
日
○月
か
ら
受
け
付
け

心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

普
通
救
命
講
習

■■日
来
年
１
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分
（
応

急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
事
前
受
講
者
は
午
後

２
時
30
分
）　

■■場
消
防
本
部　

■■定
・
■■内
普

通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救
命
講
習
Ⅲ
…
小
児

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

講
座
・
講
習
会 

１
、０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

未
就
学
児
…
無
料　

■■申
12
月
10
日
○火
ま
で

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
上
映
会
（
第
九

番
）　

■■日
12
月
21
日
○土
午
前
10
時　

■■定
30

人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
お
正
月
餅
を
作
ろ
う　

■■日
12
月
28
日
○土

午
前
10
時　

■■定
15
人　

■■費
高
校
生
以
上
…

１
、５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
８
０
０
円　

未
就
学
児
…
無
料　

■■申
12
月
20
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
62
‐
４
３
２
１　

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン
「
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
〜
遊
牧
文
化
と
地
理
〜
」　

■■日
12
月

21
日
○土
午
後
５
時　

■■師
ナ
ク
ポ
バ
・
ア
マ

ル
氏
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
出
身
）　

■■他
１
ド

リ
ン
ク
制

▼
せ
か
い
の
台
所 

ペ
ル
ー
料
理 

〜
レ
オ

さ
ん
の
台
所
〜　

■■日
12
月
22
日
○日
午
前
10

時　

■■定
10
人　

■■師
レ
オ
ナ
ル
ド
・
シ
ル
ベ

ス
ト
レ
氏
（
ペ
ル
ー
出
身
）　

■■費
１
、
５

０
０
円　

■■申
12
月
７
日
○土
か
ら

▼
外
国
語
講
座
（
第
３
期
）

▽
中
国
語　

■■日
・
■■費
▽
入
門
…
来
年
１
月

８
日
〜
３
月
５
日
の
水
曜
日
午
後
７
時

（
全
９
回
）・
１
万
２
、
６
０
０
円
　
▽
初

級
…
１
月
９
日
〜
３
月
13
日
の
木
曜
日
午

後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
４
、
０
０
０

円　

▽
中
級
…
１
月
11
日
〜
３
月
８
日

の
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
（
全
９
回
）・

１
万
２
、
６
０
０
円　

▽
朋
友

好
！

（
☆
）
…
木
曜
日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
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に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
・
20
人　

■■申
12
月

18
日
○水
〜
来
年
１
月
11
日
○土　

■■問
消
防
署

警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１　

■■他
希
望
者
に

テ
キ
ス
ト
あ
り
（
■■費
２
０
０

円
）。
市
HP

テ
ー
マ
は
自
由
で
す　
　
　
　
　
　
　

「
上
野
甚
作
賞
」短
歌
作
品
募
集

■■
応
募
資
格　

▽
一
般
の
部
…
庄
内
地
域

に
在
住
の
方　

▽
小
・
中
学
生
、
高
校
生

の
部
…
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
し
て
い

る
方　

■■
応
募
要
領　

作
品
（
１
人
１
首

で
未
発
表
の
も
の
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
所
定
の
用
紙
に
楷
書
で
記
入

■■
賞　

秀
作
・
佳
作
・
奨
励
賞
を
各
数
首　

■■申
来
年
１
月
７
日
○火
ま
で
図
書
館
本
館
☎

25
‐
２
５
２
５
へ

「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・

相
談
会

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■■日
12
月
５
日
○木

・
19
日
○木
、
来
年
１
月
16
日
○木
午
後
１
時

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■■日
12
月
12
日
○木

・
29
日
○日
、
来
年
１
月
９
日
○木
・
26
日
○日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■■日
12
月
17
日
○火
、

来
年
１
月
７
日
○火
・
21
日
○火
午
後
６
時
30

分　

■■費
大
人
…
３
０
０
円　

大
学
生
以
下

…
２
０
０
円

▼
共
通　

■■場
楽
家　

■■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い　
　
　
　

結
婚
相
談
会

■■日
12
月
15
日
○日
午
後
1
時
〜
４
時
45
分

■■対
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
そ
の
親
５

組　

■■場
・
■■申
12
月
11
日
○水
ま
で
や
ま
が
た

ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内
支
所

☎
64
‐
８
８
９
５
へ　

■■他
HP

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決

住
宅
相
談
会

■■日
①
12
月
25
日
○水　

②
来
年
１
月
22
日
○水　

■■時
午
前
10
時
〜
11
時　

■■場
①
市
役
所
本
所

４
階
ロ
ビ
ー　

②
別
棟
第
１
会
議
室　

■■内

新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
等　

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４

２
８弁

護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■■日
12
月
28
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■■場
・
■■申
12
月
27

日
○金
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22

‐
３
１
４
７
へ

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
認
定
10
周
年
記
念

年
越
し
そ
ば
は
鶴
岡
産
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　

鶴
岡
産
の
年
越
し
そ
ば
で
新
年
を
迎
え

ま
せ
ん
か
。

■■日
市
内
そ
ば
店
の
部
…
12
月
26
日
○木
〜
31

日
○火　

量
販
店
の
部
…
29
日
○日
〜
31
日
○火　

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９

５　

■■他
HP

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■■
実
施
地
区　

宝
町
４
番
・
13
番
〜
17
番　

■■
調
査
期
間　

準
備
調
査
…
12
月　

本
調

査
…
来
年
２
月
か
ら
１
年
間　

■■問
山
形
県

統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１

８
７冬

期
間
の
安
全
確
保
と
効
率
的
な
除
雪
作
業
の
た
め

踏
切
道
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

■■
通
行
止
め
踏
切
名
・
期
間　

鶴
岡
地
域

…
佐
渡
川
、
沢
田
、
観
音
、
古
新
田
（
12

月
３
日
○火
〜
来
年
３
月
４
日
○火
）　

藤
島

地
域
…
幕
ノ
内
、
第
一
渡
前
（
12
月
４
日

○水
〜
来
年
３
月
５
日
○水
）　

■■問    

Ｊ
Ｒ
東
日

本
・
酒
田
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

４
‐
22
‐
０
０
８
９

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

義
援
金
に
ご
協
力
を

■■日
12
月
１
日
○日
〜
25
日
○水　

■■
受
付
窓
口　

市
役
所
本
所
ロ
ビ
ー
、
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課　

■■
取
次
機
関　

郵
便
局
、
取
扱

表
示
の
あ
る
各
金
融
機
関
、
農
協
、
漁
協　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す（
抽
せ
ん
）

■■日
来
年
２
月
２
日
○日
午
後
３
時　

■■場
や
ま

ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内

在
住
の
方
４
人
（
１
人
１
枚
）　

■■申
12
月

９
日
○月
ま
で
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６

７
へ　

■■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

市
役
所
周
辺
の
社
会
教
育
関
連
施
設

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

■■日
12
月
29
日
○日
〜
来
年
１
月
３
日
○金　

■■対

藤
沢
周
平
記
念
館
、
旧
致
道
館
、
大
宝
館
、

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■■問
各
館
ま
た
は
社
会
教
育
課
☎
57

‐
４
８
６
７
へ

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
者
の
決
算
説
明
動
画
を
掲
載

　

決
算
の
方
法
や
注
意
点
等
を
説
明
す
る

動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
国
税
庁
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■■問
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
‐
00
‐
５
９
０
１

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期

限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
全
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
未
加
入
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
。
四
輪
車
の
ほ
か
、
２

５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
も
、
有
効
期
限
切

れ
、
掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■■問
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３

‐
６
８
６
‐
４
７
１
１　

■■他
HP

一
部
の
郵
便
局
で
昼
時
間
帯
の

窓
口
を
休
止
し
て
い
ま
す

■■
休
止
時
間　

藤
島
郵
便
局
…
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

朝
日
郵
便
局
・

山
添
郵
便
局
…
０
時
30
分
〜
１
時
30
分

■■問
鶴
岡
本
町
二
郵
便
局
☎
22
‐
４
２
６
２

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

募
集
・
相
談
・
そ
の
他
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鶴
岡
に
戻
っ
て
く
る
人
へ

の
支
援
は
あ
り
ま
す
か

　

県
外
に
住
む
子
供
（
35
歳
）
か
ら
、

鶴
岡
に
戻
っ
て
き
た
い
と
相
談
さ
れ
ま

し
た
。
市
か
ら
支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

移
住
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
が
あ
り
ま
す

　

出
身
地
に
再
び
戻
っ
て
き
て
暮
ら
す

こ
と
を
「
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
」
と
呼
び
ま

す
。
市
で
は
、
本
所
地
域
振
興
課
が
窓

口
と
な
り
、
移
住
者
に
各
種
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
支
援
の
内
容
（
令
和
６
年
度
現
在
）

①
就
職
に
関
す
る
支
援　

　

・
移
住
支
援
金
（
■■対
東
京
23
区
内
に

　
　

居
住
・
通
勤
し
て
い
る
方
）
…
最

　
　

大
１
０
０
万
円

　

・
奨
学
金
返
済
支
援
…
最
大
約
２
０

　
　

０
万
円

②
住
ま
い
に
関
す
る
支
援

　

・
家
賃
補
助
…
月
１
万
円（
24
か
月
）

　

・
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
…
最
大
２

QＡ

　
　

０
０
万
円

　

・
新
築
補
助
…
最
大
25
万
円

③
新
規
創
業
等
に
関
す
る
支
援　

　

・
新
規
創
業
促
進
助
成
金
…
助
成
率

　
　

４
分
の
３
、
上
限
個
人
30
万
円
・

　
　

法
人
50
万
円

　

・
空
き
店
舗
を
活
用
…
補
助
率
２
分

　
　

の
１
、
上
限
50
万
円

※
そ
の
他
、
子
育
て
世
代
へ

　

の
支
援
も
実
施
中
で
す
。

▼
移
住
の
サ
ポ
ー
ト

　

・
帰
省
者
交
流
会　

■■日
12
月
28
日
○土

　
　
（
詳
細
は
14
ペ
ー
ジ
）

　

・
つ
る
お
か
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト　
　

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム　

■■日
来
年

　
　

１
月
11
日
○土
〜
12
日
○日

　

・
食
の
支
援
…
米
・
み
そ
・
し
ょ
う

　
　

油
１
年
分
を
贈
呈

　

・
新
婚
生
活
応
援
…
賃
貸
や
引
越
し

　
　

費
用
の
一
部
を
補
助

▼
支
援
の
窓
口

①
移
住
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

　

本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９
１

◆
HP
「
前
略
、
鶴
岡
に
住
み

　

マ
ス
」

②
企
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
提
供

　

本
所
商
工
課
☎
35
‐
０
６
３
３

◆
HP
「
つ
る
お
か
仕
事
ナ
ビ
」

　

支
援
を
受
け
る
条
件
に
「
転
入
前
の

事
前
相
談
」
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
移
住
を
考
え
始
め
た
ら
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。〈

本
所
地
域
振
興
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

■■日1212月15日○日午前９時～午後１時　■■場門田山
眞秀寺　■■定15人　■■費中学生以上…3,000円　小
学生…2,000円　■■持筆ペン等　■■申庄内町観光協
会☎0234‐42‐2922　 ■■他ヨガマットのレン
タルあり。昼食付き

ヨガ×座禅×写経in眞秀寺●庄内町

■■日1212月６日○金午後６時30分　■■場稲川まちづく
りセンター　■■内映画の上映、トークイベント　
■■問遊佐町企画課☎0234‐72‐4523

ゆざ湧水学習2024
「ミルクの中のイワナ」上映会●遊佐町

 「パレット」は絵の具を溶き、混ぜ合わせる画
材です。ピカソ、マティス、ダリなど海外作家
から、安井曾太郎、梅原龍三郎など日本近現代
の巨匠たち、さらに森田茂、國領經郎、渡辺お
さむなど酒田市美術館ゆかりの作家まで、幅広
い作家のパレットと絵画を紹介します。
■■日  11月30日○土～来年１月19日○日午前９時～午
後５時（最終入館は午後４時30分）
■■費  大人…900円　高校生…450円　
　中学生以下…無料
■■場・■■問  同館☎0234‐31‐0095

特別展「画家たちのパレットと絵画展－マテ
ィス、ピカソから日本近現代の巨匠まで－」●酒田市

鳥海山おもしろ自然塾
恒例「年越し」そば打ち体験●遊佐町

■■日12月14日○土・15日○日午前10時30分　■■定各日
７人　■■費2,500円　　■■持エプロン　■■場・■■申12月９
日○月まで四季の森しらい自然館☎0234‐72‐
2069へ
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今月の各種相談窓口開設日　12/４～ 1/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 10日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 11日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 19日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 13日○金13：30～16：00（15：30受付終了）・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和６年10月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：117,042人
　　 （男：56,307人、女：60,735人）
　世帯数：49,549世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑インスタグラム
開設しました！

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

献血　12/４～ 1/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
12.４○水 13：30～ 15：30 市役所櫛引庁舎
６○金 ９：30 ～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所

　　  〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
14○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

          〃 13：30 ～16：00                〃
27○金 ９：30 ～ 11：30 市役所本所

          〃 13：00 ～ 15：30 　    〃
29○日 10：00～ 12：00 エスモール

          〃　 13：30 ～ 15：30 　   〃

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、12月31日～１月３日＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～21：00
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察（12月31日～１月３日は①と②）。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、12月31日～1月3日＞　①  9：00～12：00
                                                                                         ② 13：00～15：00 

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 受診者・医療従事者への感染予防のため、おいでにな
る前に、必ず電話でご連絡ください。！

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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今月の各種相談窓口開設日　12/４～ 1/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 10日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 11日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 19日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 13日○金13：30～16：00（15：30受付終了）・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和６年10月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：117,042人
　　 （男：56,307人、女：60,735人）
　世帯数：49,549世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑インスタグラム
開設しました！

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

献血　12/４～ 1/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
12.４○水 13：30～ 15：30 市役所櫛引庁舎
６○金 ９：30 ～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所

　　  〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
14○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

          〃 13：30 ～16：00                〃
27○金 ９：30 ～ 11：30 市役所本所

          〃 13：00 ～ 15：30 　    〃
29○日 10：00～ 12：00 エスモール

          〃　 13：30 ～ 15：30 　   〃

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、12月31日～１月３日＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～21：00
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察（12月31日～１月３日は①と②）。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、12月31日～1月3日＞　①  9：00～12：00
                                                                                         ② 13：00～15：00 

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 受診者・医療従事者への感染予防のため、おいでにな
る前に、必ず電話でご連絡ください。！

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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2024年度 自主事業

12/21   22

12/21㊏ ピアノオープンデイ

2024

音楽×たのしい×おいしいが大集合！

貴重なスタインウェイをはじめとした
タクトのピアノを、事前申込み不要で
自由に演奏できます！

開始 ▶午前10時30分

※演奏希望の方は別途参加費が必要です
　（１組につき500円：10分までの演奏)。

※出演者情報はホームページで

　お知らせします。

オープンデイに合わせて
マルシェイベント

「こんにちは、タクト！」が同日開催！
おいしいキッチンカーや
楽しい企画がいっぱい！

詳細はこちら↑

会場 ：荘銀タクト鶴岡　大ホール

タクトのステージで演奏やダンスなど
パフォーマンスを披露！

土 日

12/22㊐ ステージオープンデイ

開始 ▶ 午前10時

タクト市民サポーター
「公演サポート部門」
スタッフ募集中 !!

一緒にすてきな公演をつくりませんか？

荘銀タクト鶴岡の自主事業（年間10公演程

度）で、来場されるお客様を職員と一緒にお

もてなしする有償ボランティアのことです。

現在登録されている市民サポーターは約40

人、20代～80代の様々な世代が活動してお

り、ほとんどの方が未経験からの

スタートです。学生サポーターも

大歓迎♪

活動日時

内　容 チケットもぎり、パンフレット配布、

客席案内、物品販売など

荘銀タクト鶴岡の自主事業開催日

１公演４時間～６時間程度

まずは気軽にお問い合わせください♪
問合せ ▶ 荘銀タクト鶴岡　0235-24-5188 ホームページ ▶ 

練習室を使ってみよう！

荘銀タクト鶴岡の練習室はバンド練習や

ミニライブなど様々な形でご利用いただけます！

アップライトピアノあります。

スタジオ用ミラーあります。

インターネット環境あります。

音楽活動の
練習に！

ダンスの
練習に！

ちょっとした
ミーティングに！


